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序章　朝焼けの出会い








　いつもより一時間早く目が覚めた笹ささ原はら乃の々の果かは、二度寝する気分にもなれず近所にある海沿いの道を自転車で漕いでいた。六時には一緒に暮らしている祖母も起きてくるし、朝早くから魚市場に出かけている叔父も帰って来る。

　けれどこの時間は、叔母と幼稚園に通っている従姉妹の莉り亜あが眠っているので、家の仕事をするわけにもいかない。だからこそ早く起きた朝は散走をすることが好きだ。

　特になにもない平凡な一日がはじまる。そんなことを思いながらいつものように散走をしていた。

　そこで海辺で佇んでいるひとりの男性が目に入り、乃々果は思わず自転車を停め浜辺に近づいた。

（なんて綺麗な男の人……。まるで絵本の中から出てきた王子様みたい）

　遠目から見た男性は質のいい高級そうなスーツを着こなし、さらりとした黒髪を潮風になびかせている。その姿に見惚れて立ち止まった乃々果は、自分の行動が不思議でたまらなかった。

「ポニーテールのお嬢さんは、この辺りの人かな？」

「あっ、ごめんなさい」

　突然男性から声をかけられた。そのせいで乃々果は咄嗟に自分の置かれているその状況がいたたまれなくて、急いで自転車に乗る。

　これ以上近づいてはいけない。そう思って逃げ出そうと自転車を漕ぐ。

　洗いざらしのシャツとジーンズ。おまけに化粧もしておらす、まっすぐな長い髪を無造作に束ねている。

　そんな自分が美しすぎる男性に近づいてはいけない。ただ、そう思った。




　朝焼けの出会いが運命だとも知らずに、乃々果は夢の中の出来事のように感じた。







第一章　再会は突然に








（はぁ……。声をかけられて、逃げるなんて失礼すぎるよね）

　男性がいた場所から少し離れた、漁港近くのテトラポッドがある場所に自転車を停める。ここならばあの海辺を通らなくても帰れる。だが、落ち着いてくると自分のしたことに後ろめたい気持ちになった。

　少し考えれば逃げることもなかったし、人としてどうなのかと反省する。小さなため息をつきながら、テトラポッドに登り碧い海を見渡す。

　──どうしてあの人にあんなに惹きつけられたのだろう。

　決して近い距離で彼と会ったわけではなかったはずなのに、不思議なほど一瞬で惹きつけられた。正直に言えば顔だってよく見えたわけでもなかったのに、乃々果は自分の心の動きが理解できなかった。

　ただ、もう二度と彼に会うことはないだろう。そんなことを思いながら深呼吸をする。

「乃々ちゃん！」

　そこで自分を呼ぶ声が聞こえて振り返る。と、そこには近所に住む、見知った老人の姿があった。

「……繁しげさん、おはようございます」

「こんなところで散歩でもしてるのかい？」

　半年前にこの町に引っ越してきた繁しげ夫おは、当初すぐに叔母夫婦が経営している定食屋を訪れ、いまでは店の常連客として通ってくれている。常連客たちが皆、仲がいいので居心地がよかったこともあるのだろう。

　そんな偶然が重なって、乃々果も繁夫と仲よくしてもらっていた。

「はい、今日は早く起きたので……」

「そうだったのかい」

「はい。朝からお店の仕込みがあるし、二度寝する時間もなくて」

「乃々ちゃんは本当に働き者だと思うし、嫁のもらい手も多いだろう」

「そっ、そんなことはないですよ」

　二十六歳にもなれば、周囲から結婚の話題を出されることもある。乃々果だって常連客から、結婚を急かされることも多かった。

　しかし乃々果には恋人もいないし、初恋だってしたことがなかった。自分のことよりも店の手伝いを優先していたせいもあるし、誰かを好きになることもなかった。

　だからこそ海辺で見かけた男性のことがこんなに気になっている自分が、いまだに不思議でならない。

「常連客としては看板娘が、店からいなくなるのは寂しくなるけどな」

「けっ、結婚を考えているような恋人なんていませんし……」

　柔らかく微笑んでいる繁夫に動揺し、自分の状況を答えるのが精一杯だった。

「二十六歳にもなって、お恥ずかしいですが」

「儂はそんなことはないと思うし、結婚は人との縁だからな」

「そうだとは思うのですが、なにぶん出会いがないですし」

「あまり気にしなくてもいいと思うぞ」

「はい」

　気にしたところでどうにもならないし、世間の普通と比較せず自分は自分だと思うしかない。それはわかっているけれど、女性としては複雑な気分だ。

　内心でそんなことを考えていると、繁夫がふわりと優しい笑みをこぼした。

「さて、儂はそろそろ行くとするか。また、店のほうにも寄らせてもらうよ」

「はい！　お待ちしてますね」

　軽く会釈をして踵を返した繁夫の背中を見つめ、今日も一日がんばろうと思い深呼吸をする。朝陽を浴びてキラキラと輝く海を横目に見ながら、自宅に戻った。




　自転車を漕いで自宅に到着し、家のキッチンへ入るとすでに祖母の千ち代よ子こが朝食の用意をしていた。

「おばあちゃん、ごめんなさい」

「いいんだよ。それよりもうすぐご飯ができるから」

「私も手伝うよ」

「そうかい。でも、先に遥はる人とと朱あけ美みさんに挨拶をしておいで」

　遥人と朱美とは、乃々果の両親のことだ。

　千代子の言葉に居間にある仏壇に目を向けると、遊園地で撮ったと思われる写真に目がいく。幼い乃々果を挟んで、若い父と母が楽しそうに写っているものだ。

　父と母は四歳の頃、交通事故で亡くなった。乃々果も車に同乗していたが、後部座席だったため、奇跡的に一命を取り留めたのだ。

（お父さん、お母さん……）

　乃々果は心の中で両親に呼びかけて仏壇の前にある線香を立て、手を合わせる。

　両親の葬儀が終わった直後に父方の祖父母に引き取られて、この町で祖父母と父の妹である靖やす子こに大切に育てられてきた。

　母方の祖父母はすでに他界したと聞いており、親戚もいない。だからこそいまの家族に感謝をしている。

　そこで靖子と手を繋いで起きてきた莉亜がぱっと花が咲いたような笑顔で、乃々果に抱きついてきた。

「ののちゃん、おはよー」

「おはよう、莉亜。今日もいい子だね」

「うん！　きょうもようちえんにいくの」

　元気よく返事をしてにこりと笑う莉亜を見ていると、いつかは誰かと家庭を持って子供を作るのかもしれないとぼんやり思う。そんなことを考えた瞬間、頭の中に今朝の光景が浮かぶ。

　──海辺にいた、あの男性の姿がいまも脳裏に焼き付いている。そんな自分の思考をかき消すかのように、靖子が乃々果の顔を覗き込む。

「あれ？　そんな顔を真っ赤にして、なにを思い出してるのかな～？」

「やっ、靖子ちゃん……」

「恋の相談ならお姉さんにまかせなさい」

「そっ、そんなんじゃないからっ！」

　乃々果の顔を覗き込んでそんなことを言ってくる靖子に動揺し、鼓動が大きく跳ねる。恋によく似た感情なのかもしれないが、一瞬の出来事でしかない。

　そのはずなのにかなり動揺し、とまどっていた。

「真面目な乃々果が……一目惚れなのかしら」

「一目惚れなんて、本当にそんなんじゃなくて」

「いいの、いいの。恋は唐突って言うじゃない」

　噛み合っていない会話に困惑し、思案を巡らせる。思い込みが激しくて、ロマンスな話題が好きな靖子だからこそ、とんでもない勘違いをしていそうなので困り果ててしまう。

　父の妹である靖子は、父とは年齢が離れているせいもあって叔母というよりは姉のような存在だ。モデルのようなすらりとした体型とショートヘアが似合う美しい顔立ちをしている。

「ママ、ののちゃんをこまらせちゃだめだよ」

「そんなことはしないよ、莉亜。乃々果の恋を応援したいだけだもの」

　どうやら困惑が莉亜にも伝わっているらしく、靖子は娘に釘を刺されている。その様子を見ながら乃々果は祖母と共に苦笑するが、大好きな家族の光景だ。

　かわいらしいツインテールの莉亜は、祖母に似てしっかり者だ。

「おばあちゃんのお手伝いをしてくるから、莉亜はいい子にしててくれるかな？」

「うん、わかった」

「もうすぐご飯だから、ママと一緒に遊んでてね」

「はーい」

　莉亜を腕の中から降ろして、祖母がいるキッチンへと向かい手際よく朝食の準備を手伝う。新鮮なほっけがこんがりと焼かれ、彩りのよい卵焼きがテーブルに並べられていく。

　そこで店の裏口の扉が開き、裏口から威勢のいい男性の声がした。

「おーい、靖子。今日の魚を仕入れてきたぞ」

「はーい！」

　店用の鮮魚を仕入れてきた祖父の昭しょう一いちと靖子の夫である充みつるが帰ってきたことで、家族全員が揃う。それを合図に、乃々果はご飯とあさりの味噌汁を盛りつけ、食卓に並べていく。

　騒がしい家族の日常に心の中で感謝をしながら、今日も平和な一日を過ごせるように祈った。

　それぞれの用事を終えて朝食がはじまる。家族で定食屋を営んでいるので、営業時間中の食事は各自で摂る。そのため、家族全員が揃うのは朝食の時間しかない。

　一家団らんのこの時間を大切に思いながら、和気藹々とした時間を過ごす。そこで充が、魚市場で聞いてきたことを話しはじめる。

「そう言えば、今日からリゾート開発を請け負う業者の社長が来るらしいぞ」

「何年後かには高速道路が開通するから、そういう話もあるんだね」

「都会でもやり手の青年らしいが、どんな奴だろうな」

　靖子と充が話しているのを聞きながらあさりの味噌汁に口をつける。あと何年かすれば穏やかなこの町も変わってゆくのだろう。

　未来を思い描きながら、その時の自分はどうなっているのだろうと考えてみる。しかしいまの乃々果には想像もつかず、変わることもないと思っていた。




　──数日後、乃々果はいつものように店で接客をしていた。お昼時ということもあって、地元の漁師や近所の人たちが来ている店内はにぎやかだった。

　髪をひとつに束ねて三角巾を頭に身につけ、動きやすいカットソーとジーンズ。その上からエプロンを身につけて、乃々果は店内を忙しく動き回っていた。

「乃々ちゃん、刺身定食ね」

「俺は焼き魚定食をお願い」

「はーい、ただいま」

　テーブルを拭きながら注文を受けている間にも、入り口の引き戸が開く音が聞こえてくる。入れ替わり立ち替わり客が入ってくるので、特に気にすることもなかった。

　しかし店に入って来た男性を見た瞬間、時が止まったかのようにその場から動けなくなった。

（どうして、あの人がここにいるの？）

　この状況を理解できずに、心が一瞬であの日に引き戻される。

　整った筋肉質の体躯に高級そうなスーツを着こなしているのは変わらない。ただ間近で彼を見るのは初めてだった。

　──切れ長の美しい瞳と眉目秀麗な顔立ちをした、この世のものだとは思えない男性。

「いっ、いらっしゃいませ」

　自分の声が少し震えているとわかった乃々果は、変に思われないかと不安になりながらも男性のそばにいく。

　心臓が壊れそうなほど高鳴っているが、それを悟られないように平然と振る舞う。

「この地域にうまい定食屋があると聞いたけど、こんなに美しい看板娘がいるなんてな」

「かっ、看板娘……ですか？」

「君のことだよ。お嬢さん」

　優しい笑みをこぼす男性に見蕩れ、乃々果は恥ずかしくてうつむく。それよりも動揺していた自分をなんとも思っていないのだろうか。

　疑問ばかりが胸を渦巻きながら、落ち着かなくてはいけないと心の中で自分を窘め、彼と連れていた男性を席に案内する。

　木材で建てられた温かみのある店内は田舎の家庭的な雰囲気がある。しかし男性の持つオーラにはふさわしくないのでとまどうしかなかった。

「ではご注文がお決まりになる頃、お伺いいたします」

　やっとの思いでそれだけを告げると、すぐに調理場へと向かう。そこで祖父が心配そうにこちらを見ていた。

「なにかあったのか？　乃々果」

「おっ、おじいちゃん!?」

　魚をさばいていた祖父が、慌てた様子の乃々果を不審そうな顔で心配をしている。冷静になろうとしているのに、どうやら他人にはそうは見えていないらしい。

　そこで靖子がこちらを見ながら、顔をにやつかせていることに気づいた。

「そういえば、いい男が店にきてるんだけど……乃々果の知り合い？」

「えっ……？」

「だって彼を見た途端テンパっちゃってたし、顔が赤いわよ」

「そんなことはないからっ」

　靖子の鋭い指摘に頬がかぁーっと火照り出す。うまく隠そうとしているはずなのに、どうやらうまくできていないようだ。

「ほら、憧れの君から注文を取ってきなさい」

「うっ、うん……」

　なぜか楽しそうな靖子に背中を押されて、再び彼がいる場所へと向かう。今度はうまく接客できるかと不安になりながらも、胸の鼓動がドキリと高鳴り続ける。

「ご注文はお決まりでしょうか？」

「君のお薦めをふたつくれないか」

「えっ……？」

　お薦めというのはどういうことだろうか。乃々果が男性の言葉にとまどっていると彼はくすりと優しく微笑む。

「社長、そんな言い方をしたら失礼ですよ」

　同席していた男性が呆れたように小声で話すが、彼は気にする様子もないらしい。そんな様子に困惑していると、射るような視線で乃々果をじっと見つめていた。

「言い方が悪かったね」

「い、いえ……」

「この店のお薦めメニューを注文したいんだ。地元でも評判だって聞いたから」

　冷静に考えれば彼の言うように、お薦めメニューの話だったのだろう。一瞬、言葉の意味が理解できず、恥ずかしくてうつむくしかない。

「もっ、申し訳ありません。ただいまお持ちいたします」

「君が謝ることはないだろう。俺が悪かったんだ」

「そんなことはありません」

　あまりにも恥ずかしい失態に、それしか言えなくて急いで注文を取りその場をあとにする。どうしてなのかいまに限っては冷静になれず、落ち込むしかない。

　仕事中なので逃げ出すこともできずに困り果てる。だが、それ以上彼と話すこともないまま、食事を終えた彼は店を出て行った。




（全然上手く接客できなかったよ。私のバカ）

　店内で片付けをしていると、椅子に置かれていた封筒に気づく。どうやら彼が忘れていったものらしく、乃々果はどうしたらよいものかと思い悩む。

「さっきのお客さんの忘れ物？　乃々果が届けてあげたら」

　背後から靖子の声が聞こえて振り返ると、手にもっていたふきんを取られてしまう。どうやら彼女は、乃々果に封筒を届けさせたいらしく困り果てる。

　けれど大切な資料なら誰かが届けなくてはいけない。そう思い直して覚悟を決める。

「靖子ちゃん、私この封筒を届けてくるね」

「行ってらっしゃい。店のほうは私が接客をしておくから」

「うん」

　いまならこの近くにいるだろうか。そんなことを考えながら慌てて店を飛び出す。

　同時に心が不思議なほどざわめいていることに気づいて、驚きが隠せなかった。




　意を決して外に出ると、忘れ物に気づいたのか彼がこちらに歩いてくる。連れの男性がそこにいないので少し意外にも思えたが、やはり大切なものだったのだろう。

「あの、お客様」

「君はさっきの……」

「お客様の座っていらっしゃった席に忘れ物がありましたので、お届けに参りました」

「俺も気づいて取りに行くところだったから、助かったよ」

　乃々果が封筒を差し出すと、彼は手渡しで受け取る。その時、指を重ねられ中々放してもらえず、困惑するしかない。

　どうしてなのか彼の指先がとても熱く感じられ、乃々果はますます混乱した。

「この間の朝も、会ったよな」

「えっ……？」

「こんなかわいい女性なら忘れないし、ずっと君に会いたかった」

「そんな……」

「俺は堀ほり川かわ泰たい成せいだ。君の名前も教えてくれないか？」

「……さ、笹原乃々果です」

　指を放した泰成がスーツの内ポケットから名刺を取り出し、乃々果の手のひらに置く。どうやら彼は、都会からきた不動産会社の社長のようだった。

　初めて見かけた時から地元の人とは違うオーラを纏っているように感じられたのは、彼が社長だったからだとわかる。

「今夜、書類を届けてくれたお礼に、食事をごちそうさせてくれないか？」

「えっ……？　でっ、ですがっ」

「もしもいま都合が悪かったら、名刺の裏面に書いてある番号に電話をくれたらいい」

　普段ならいきなりの誘いに驚愕するし、出会ったばかりの男性に誘われても断っていただろう。なのに相手が泰成であるだけで心が揺れ、すぐに答えが出せなかった。

「この町の良さを君に教えてほしい」

「わっ、私がですか？」

　泰成の話を聞いて、どうして自分にそんなことを言うのだろうと不思議でしかたない。しかも真剣な瞳をした彼に言われると、ますます断りづらくなる。

　どうしたものかと考えあぐねていると、泰成が困ったように微笑んだ。

「乃々果さんを困らせてしまったかな？」

「忘れ物を届けるのはあたりまえなのに、かえって申し訳ないです」

「地元の女性の目線で話を聞かせてほしいんだ」

「……私でよければ、わかりました」

「ありがとう。すごく助かるよ」

　どうしてこんなことになったのか理解できない。だが、なぜか泰成の役に立ちたくて返事をする。

「今夜七時に迎えに行くから、この場所で待っていてほしい」

「はい」

「それじゃ、また」

　泰成はそれだけを言うと乃々果の目をじっと見てから、踵を返して去って行く。その後ろ姿を見ながら、いまだに動揺している。

　思いもしなかった展開になってしまい、困惑するしかなかった。




　去って行く泰成を見送ってから店の裏口から戻る。店内は落ち着いているらしく、靖子と充が厨房で話をしていた。

「おかえり、乃々果。お客様に忘れ物を届けられた？」

「うん……」

　店を出る前から客足が落ち着いていたので、外に出ていても問題はなかっただろう。そんなことを思いながら、ちらりと店内を見渡して胸を撫で下ろす。

　この様子なら早く休憩時間に入れるかもしれない。そんなことを考えていると、靖子が乃々果の顔を覗き込んでいることに気づいた。

「なんかいいことあった？」

「べっ、別に……、今夜、食事に誘われただけだよ」

「別にじゃなくて、すごい展開じゃない」

「すごい展開って……だからそんなんじゃなくて」

　目を輝かせている靖子に困惑しながら話す。だが、あまりにも想定外なので、自分のことのようには思えなかった。

　そんな乃々果を見かねたのか、充がこちらをじっと見ている。

「今夜は早めに上がっていいから、おしゃれでもして彼と会ってきたらどうだ」

「えっ？」

「乃々ちゃんはいつもがんばってくれているし、時間なら融通を聞かせてあげられるから」

「そうよ。乃々果は少しぐらいわがままになってもいいのよ」

　思わぬ充の提案に靖子も乗ってくるが、ますます困惑してしまう。思いもしなかった状況へと変わりはじめていることに思い悩んでいた。




　休みになったもののすることもなく、夕食とまかないの用意をしてから出かける準備をする。いままで男性とふたりきり出かける機会がなかったのでクローゼット前で悩みながら服を選び、無難に白のワンピースと水色のサマーカーディガンを選ぶ。

　突然でなければ買い物に行く時間もあっただろう。そう思うと心が痛むが、そんなことも言ってられず時間が過ぎていく。

　思案に耽けながらお風呂に入り、着替えをする。

（考えたってしかたないのに……）

　泰成のような眉目秀麗な男性と自分が釣り合うはずがない。なのに、こんなことを考えてしまう自分に恥ずかしくなる。

　そんな気持ちを押し殺して着替えを済ませ、予定の時間よりも早く待ち合わせの場所に向かう。だが、すでに泰成がいることに気づいて、慌てて駆け寄った。

「お待たせして申し訳ありません」

「いや、俺のほうが早く仕事が終わったんだ。それよりも車に乗って。移動しよう」

「はい……」

　泰成に連れられて移動すると、そこに高級車が止まっていることに気づき驚く。しかも、この辺りでは見たこともないので動揺する。

　だが混乱している乃々果をよそに、泰成は高級車の助手席を開ける。

「さぁ、どうぞ。お姫様」

「えっ？　ええっー？」

「俺の車が不満なら、お姫様が気に入る車に替えてもいい」

「そっ、そんなことはありません、ただ、驚いてしまって……」

（むしろ、私なんかがこの車に乗ってもいいの!?）

　会社を経営しているのだから当然なのかもしれない。けれど、どこをどうみても彼は乃々果と釣り合うような人間ではないと思う。

　にもかかわらず泰成は乃々果を車に乗せると、運転席に座り車を走らせる。ふたりきりの空間は思った以上に緊張してしまう。

「そんなに緊張しなくていいから。……こうやって誘われるのは初めてなのか？」

「男の人に誘われた経験なんてありません」

「こんなに美しい女性なら男が放っておかないだろう」

「できるだけお店の手伝いをしたくて、恥ずかしいけれどこの歳まで恋愛とは無縁でした」

　本当は恥ずかしいとは思ったことがない。だが、男性にどんな反応をされるのか怖くて思わずそんなことを言ってしまう。

　取り繕ったところでどうにもならない話だとわかっているので、うつむいてその場をやり過ごす。

「恋愛を知らないからと言って、恥ずかしいことじゃないだろう」

「ですが……」

「乃々果は乃々果のままでいい。恥じることはなにもない」

　思いもしなかった泰成の言葉に驚いて、顔を上げる。運転する彼の横顔がかすかに笑みを浮かべているのは気のせいだろうか。

　乃々果はそれが不思議で、泰成から目が離せなくなった。

「君は本当に自分を恥じているのか？」

「それは……思ってません」

「だったら、自分に自信を持てばいいだろう」

　まるで乃々果の心を読んでいるかのような言葉に心臓が高鳴り続け、胸が震えている。

「それに男は、独占欲が強い生き物なんだ」

「え？」

「わからないなら、わからないままでかまわないよ」

　笑いながらそんなことを言われるが、泰成の言葉に安心したのも事実だ。そんな中車が海岸線を走り、ホテルや温泉旅館が建ち並んでいる地域に到着する。

　この町はいま海水浴シーズンに限り人気があるが、数年後には近くにリゾート地ができる予定らしいので、様々なことが変わっていくのだろう。

「着いたから、行くぞ」

「待ってください！　こんな高級なホテルなんて聞いてません」

「俺が長期で契約しているホテルだ。問題ないだろう」

「でも……」

　食事に誘われただけでも困惑したのに、連れて来られた場所に驚きっぱなしだ。泰成に誘導されて、海沿いにそびえ建ったリゾートホテルの地下駐車場を出た。

　心地よい潮風が髪をさらりと揺らし、夜空には無数の星がちらばっている、泰成の背中を追いかけ、ホテルのエントランスに入る。

　きらめくシャンデリアの光が白い壁紙を彩り、高級感が漂っていた。そんな空間で泰成にエスコートをされて、エレベーターに乗る。

「こんなすごいホテルに泊まってるんですか？」

「最上階のスイートルームを年間契約してるんだ」

「えっ……？」

　会社社長と聞いてはいたが、想像を遥かに超えた人物なのかもしれない。そんな気がして急に自分の選択が間違っているように思えた。

　もらった名刺を頼りにネットで調べていれば、もう少し早く彼の素性を知ることができたのかもしれない。

「どうした？　乃々果」

「いえ……」

「そんな顔して、お気に召さないのか」

　優しい声で心配してくれる泰成の表情を見て自分が楽しまないといけないと悟り、咄嗟に笑顔を取り繕う。

　この夜が終われば彼に会うことは二度とないだろう。だからこそいまを楽しまなければ、失礼すぎるような気がした。

　そんなことを思ってしまう一方で、また泰成に会えるかもしれないと期待してしまう自分がいた。

「こんなすごいホテルに来るのは初めてなので、驚いてしまっただけです」

「俺の行動でそんな顔をさせたのかと心配になったよ」

　温かい手が自分の頬に触れたことに驚愕して顔をあげると、真剣な顔をしている泰成がいた。まるで凍てついた心を溶かすような優しさが胸に沁み、なぜかもやもやとした気持ちが晴れていくようだった。

「ありがとうございます」

「その笑顔が見られただけで、嬉しいよ」

　紳士的な男性というのは、彼のような人のことを言うのだろうか。そんなことが頭に浮かび、この人が愛する女性はどんな人なのだろうとふと考えてしまう。

　そうこうしているうちにレストランのある階に停まり、泰成にエスコートをされてエレベーターから降りる。そんな彼の姿が完璧な紳士だと思わずにいられなかった。




　泰成に連れられてレストランに入店し、ウエイターに窓際の席へと案内をされる。温かみのある照明に彩られている店内からは海が一望でき、吸い込まれそうな夜の海をぼんやりとした灯りが照らし、幻想的な光景が目に飛び込む。

　泰成がメニューを選び注文し終えると、ウエイターが一礼をして踵を返した。

「やっとふたりきりになれたな」

「車の中でもふたりきりだったじゃないですか……」

「乃々果は本当に純情なんだな」

　くすくすと笑っている泰成に返事を間違えてしまったような気がして、思わす彼から視線をそらすようにうつむく。改めて見る泰成は、高級そうな黒のスーツがとてもよく似合い、目鼻立ちが整った美しい顔をしていた。

　初めて泰成を見た時はこんな状況になるとは思わなかった。それだけに現実だとは思えなかった。

「ところで、乃々果に頼みたいことがあるんだけどいいか？」

「えっ？　わっ、私にですか？」

「この町が漁港を中心としたリゾート開発が進んでるのは知っているか？」

「はい」

　その話は充から聞いていたので肯定する。おそらく仕事の関係もあって、その話を持ち出したのだろう。

「その事業をうちの会社が請け負うことになったんだ。それで君にこの地域のことを教えてほしい」

「わっ、私がですか？」

「地元の女性の意見を取り入れたいとずっと思ってたから、君が適任だと思っている」

　思いがけない泰成の言葉に驚きが隠せない状況で、乃々果は充の話を思い出す。

（つまり都会から来た会社社長って、堀川さんのことだよね……）

　自分なりに状況は理解できても、いざ自分に案内をしてほしいと言われても混乱する。それこそ役所の女性に話を聞いた方がいいのではないかと思う。

「まっ、待ってください。そんなことを言われてもお役に立てるかどうかわからないし」

「乃々果に引き受けてほしい。頼む」

「本当にお役に立てるのかわかりませんが……。私でいいのですか」

「君がいいんだ」

　真剣な瞳で訴えかけられ、乃々果の気持ちが揺れる。自分では役に立てないのではないかと思う。それなのに少しでいいから彼のそばにいたいと思ってしまう。

「……私でいいのなら、よろしくお願いします」

「ありがとう。乃々果が引き受けてくれてうれしいよ」

　ついさっきまでは、この夜が終われば会うことはないと思っていた。そのはずだったのに状況が大きく変化し、乃々果はとまどうことしかできない。

　そこで次々と料理が運ばれてくる。牛フィレ肉のステーキや伊勢海老を使ったグラタンなどがテーブルに並べられ、見るからに豪華すぎる食事だった。

「あっ、あの。本当にごちそうになってもいいんでしょうか？　お値段も気になりますし」

「俺から誘ったんだし、気にする必要はないだろ。気になるなら、もっと乃々果のことを教えてくれればいい」

「わっ、私のこと、ですか？」

　言葉の意味がわからず困惑する。そんな乃々果をよそに泰成が少しいじわるげに微笑む。

　そんな彼の表情ですら素敵だと思えてしまうから不思議だ。

「話は食事しながら、ゆっくりでいい」

「はい」

　泰成が食べはじめたのを見て、それに倣うように食事をする。時折、乃々果に合わせるかのように箸を止めて優しい目をしていた。

　そこで彼がいたずらな少年のような笑みをこぼす。

「とりあえず、乃々果の年齢から教えてもらおうか？」

「にっ、二十六歳です」

「俺は二十八だ」

　年齢を教え合うことからはじまり、互いのことを教え合う。ただ、それだけのことなのに楽しいと素直に思えた。

　舌鼓を打ちながら料理を食べて楽しい話をする。そんな中で、よりふたりの距離が近づいていくのを感じる。

　牛フィレ肉の旨味が口に広がるステーキと伊勢海老の殻にぎゅっと詰められたグラタン。そして上質な赤ワインを堪能して、会話をしていくうちに泰成との距離が近くなっていくような気がした。

　そこで一ヶ月後に行われる花火大会の話になり、泰成が真剣な顔をする。

「花火大会に一緒に行かないか？」

「えっ……？」

「仕事の都合でどうなるかわからないが、乃々果と一緒に花火が見たい」

　いきなりの誘いに頭が混乱するが、乃々果にとっても魅力的であるのも本当だ。そう思うのに素直に返事ができないのは、仕事絡みではないように感じたからだ。

「この辺りのことを知りたいって言っただろう。だからこれも仕事の一環だ」

「そっ、そうなのですか？」

「乃々果となら、デートをするのも悪くないけどな」

　冗談か本気なのかもわからない泰成の言葉に頬が火照り、あまりにも心臓に悪い。なのに泰成から目をそらせなくなっている自分にとまどうばかりだった。







第二章　夜空に咲いた儚い恋








　泰成と再会してから三週間が過ぎ、季節は夏へと変化する。この時期になると海水浴場がにぎわいを見せ、漁港を訪れる観光客も多くなっている。

　夕暮れ時にさしかかったこの時間は、夜営業に向けての準備に忙しい。

　休憩時間に泰成から電話があり、こちらに来ると言っていた。なので店内の掃除をしていても、ちらりと時計に目を向けてしまう。

「堀川さんと約束があるから、そんなにソワソワしているの？」

「ちがっ……！　というか、お店でそんなことを言わないでよ」

「恋する乙女は本当にわかりやすいよね。乃々果」

　笑いながらからかってくる靖子にぶっきらぼうに答えながらも、しかたがないとため息をつく。その理由は泰成が家族にはもちろんのこと、漁港の組合長にまで挨拶をしたこともあり、いまはふたりの仲は公認になっている。

　あくまでも泰成の仕事をサポートする立場としてだ。にも関わらず、靖子をはじめとした地域住民たちからは、どうやら勘違いをされているようだ。

　そこで店内の扉が開き、泰成が姿を見せると、乃々果はすぐに彼のそばに駆け寄る。最近はいつもこんな感じだった。

「堀川さん、お疲れさまです」

「この店の看板娘に会いにきた」

「そっ、そんな大きな声で言わないでください」

　皆がいる場所で泰成がそんなことを言い放つ。だからこそ余計にからかわれている気がする。そう思うのは自分だけかもしれないし、露骨に動揺してしまうからこそ勘違いをされてしまうのかもしれないと思い悩む。

　そんな様子を従業員たちが微笑んで見ているので、困り果てるばかりだった。それよりもいまは心配すべきことがある。

「今日はどうしますか？」

「乃々果が出られそうなら外に行こう。仕事関係の相談があるし」

「わかりました。ですがお店の掃除が終わってからでいいですか？」

　ちらりと店内を見渡し、自分が外に出ても大丈夫だろうかと確認する。そこで優しげな表情をしている靖子と目が合う。

「店のほうは大丈夫だから、堀川さんと出かけてきたら？」

「でも、まだお客様がいるから」

「いいから、行っておいで」

「うん、わかった」

　靖子の言葉に頷いた乃々果は、叔母の優しさに感謝をして、出かける準備をする。とは言っても泰成を待たせたくないのでエプロンを外し、髪を整えて化粧を直す程度だ。

　もう少しおしゃれに気づかったほうがいいとわかっている。しかし、時間もあまりないのでこれが精一杯だった。

「お待たせしました」

「じゃあ、行こうか？」

「はい！」

　泰成がすっかり日常に溶け込み、こんなやり取りでさえもあたりまえになっていた。ほんの少し前の自分なら信じられない光景だろう。

　だからこそ彼が隣にいることが不思議でしかたないのだが、それでもいまは泰成といる時間がうれしかった。

「今日から三日間、こっちにいられることになった」

「でも、最近はお仕事が忙しいからって……」

「花火大会に合わせてたからな。せっかく君と見られるんだ」

「そう、だったんですね」

　少し前から仕事が忙しいと聞いていたので、無理をしているのではないかと心配だった。だからこそ休みが取れると聞いて、ほっと胸をなで下ろす。

　社長という立場の人間がどれほど多忙なのか、乃々果には想像しかできない。だからこの地にいられる間は羽を休めてほしいと願う。

「いまから海辺に行くか。夕暮れを見るのも久しぶりだ」

「はい！」

　ちょっとした散歩でも、彼を癒やすことができるのならそれでいいと思う。いつからか自分よりも大切な人になっていたのは言うまでもなく、片想いでもそばにいたいと思っていた。

　そんな気持ちを泰成に伝えることはないだろう。それがわかっていても、乃々果の心は満たされていた。

「あっ、あの……」

　勇気を振り絞って声を出すと、海を見ていた泰成が振り返る。そこで乃々果は持っていた手提げ袋を彼に差し出す。

　泰成にお礼を考えていた時、「乃々果がお弁当を作ってあげたらいいじゃない」と靖子が提案してくれた。そのこともあってお弁当を作ったけれど、いざ渡すとなると緊張して指が震える。

「これ、私が作ったお弁当です。もし、よかったら受け取ってもらえませんか？」

「君が、俺に……？」

「この間、ごちそうしていただいたお礼です。……でも、全然お返しなってませんが」

　自分で言ったことが急に恥ずかしくて顔が上げられない。そこで指を重ねられて驚く。

「ありがとう。すごく嬉しいよ」

「えっ……？」

「乃々果が作ってくれた弁当を食べるのが楽しみでしかたないよ」

　そう言いながら嬉しそうな顔をした泰成に心の底から安心し、ほっと胸を撫で下ろす。そんな乃々果をじっと見ながら、彼はふたたび視線を海に移した。

「この海はどこから見ても眺めはいいが、この海辺は俺にとって特別だ」

「そうなんですか？」

「初めて俺が本気で惹かれた女と出会った場所だからな」

　誰もいない海でふと口にする泰成の言葉に胸がずきりと痛む。そんな大切な場所に自分がいてもいいのかと思い悩んだその直後──泰成がその答えを言い放った。

「乃々果……、君が好きだ」

「えっ？」

　泰成の声は聞こえている。なのに言葉の意味がわからず、頭が真っ白になる。予想もしていない事態に混乱したのも束の間、唇に柔らかいものが触れていた。

（なっ、なにが起こっているのか理解できないよっ！）

　思わず心の中で叫んでしまうほど混乱するものの、徐々にキスをされているとわかり動揺が隠せない。

「俺の恋人になってくれないか？　乃々果」

「そんな、いきなり……」

「いきなりじゃない。これでも待ったほうだ」

　恋愛とは無縁だった乃々果からすれば、いきなりの展開に思考が追いつかない。

「ですが、私なんか……」

「その続きは明日の夜に聞くから、ゆっくり考えてほしい」

「…………」

　聞きたいことはたくさんある。けれど泰成の真剣な顔に、なにも言えずに黙り込む。この空気感から察することは、彼が真剣に言っていることだけだ。

　思い過ごしかもしれない。そう思いたいのに、初めて触れられた唇の熱さがそれを否定させてくれなかった。

「……いまはこれで十分だ」

「えっ？」

　頬をかすめた潮風と波の音のせいか、泰成の言葉が聞き取れず困惑する。そこでふたりの小さな子供を連れた、若い夫婦が海辺にやって来た。

　その姿を見ながら恥ずかしさがこみ上げ、頬が熱くてたまらない。

「今日はここまでにするから、明日は楽しみにしている。乃々果」

「……私も、花火大会を楽しみにしてます」

　この答えでよかったのかと思いながらも、話が中断される。先ほどのことが幻のようにすら思えて、乃々果は困惑するしかなかった。




　翌日──。花火大会に合わせて漁港が休日となり、それに合わせて店も休みになっていた。

　漁港で働く多くの人にとって数少ない二連休ということもあってか、とてもゆっくりした雰囲気に包まれている。そんな中で乃々果は日中、莉亜とビニールプールで遊んでから出かける準備をしていた。

　白地に涼しげな青系の桔梗柄の少し大人っぽい浴衣は、今年新調したものだ。

　小さい頃から浴衣を着るのが楽しみだった乃々果は、祖母に着付けをしてもらいお祭りに連れて行ってもらっていた。大人になったいまでは、自分でも着付けができるようになった。

　そんな乃々果が泰成から花火大会に誘われて、浴衣を選んだのは自然なことだったのかもしれない。そんなことを考え、着替え終わると祖父母のいるリビングに来ていた。

「すごく涼しげで、綺麗な浴衣を選んだじゃない」

「うん、一目惚れをして買ってみたの」

　乃々果の浴衣姿を見て感嘆とした声を上げてくれる祖母と、目を細めながら静かに微笑む祖父。そんなふたりを見て恥ずかしさがこみ上げる。

「堀川さんと一緒なら問題はないから、楽しんでこい」

「今日は靖子たちもいないから、ゆっくりしてきてもいいのよ」

「うん……、ありがとう」

　男性と花火大会に行くというのに、祖父母から快く送り出されてとまどう。だが、乃々果を連れ出す度、家族に丁寧に挨拶をする泰成なら、その反応はおかしくないのかもしれない。

　そこで店の扉が開く音が聞こえて慌てて向かうと、迎えに来てくれた泰成がいた。

　いつもならこの時間は食事にくる客で賑わっているのに、この空間にはふたりしかいないことが恥ずかしい。

「迎えに来た。乃々果」

「はい……」

　いつもならちょっと会話をするのに、今日に限っては泰成はそれしか言わない。それどころか目も合わせてくれないことが不安になる。

（浴衣なんて着ちゃったけど、似合わなかったのかな）

　誰よりも綺麗だと思ってほしい人だからこそ、胸が苦しい。そこでふいに手を繋がれたことに驚く。

「今日はスイートルームから花火を見よう」

「えっ？」

「ホテルから見るのが一番綺麗に見えると聞いたんだ」

　たしかに泰成の泊まっているスイートルームなら、美しい花火が見える特等席だと言われている。しかしその誘いがなにを意味しているのか気になり、落ち着かない。

『乃々果……、君が好きだ』

　意識して考えないようにしていた。が、自分がどうなってしまうのかわからない。

　そんなことを考えて頭が混乱する。なのに泰成の後についていくことしかできなかった。




　混雑した海岸線を車で走る中、花火大会が始まり夜空には光の華が打ち上げられていた。そんな中ホテルに到着し、急ぐように部屋に連れて行かれる。

「乃々果……」

　ドアが閉まると同時に掠れた声で名前を呼ばれ、真っ直ぐ見つめられて鼓動が跳ねる。

「自分で浴衣が着られないなら、綺麗すぎて脱がすことはできない」

「……えっ？」

「もしも俺の想いに答えてくれるのなら……今夜、君を抱く」

　選択肢を残した泰成の言葉に、乃々果はこの状況に大いに困惑する。このまま嘘をつけば、なにもないまま終わるだろう。

　このままでは終わりたくないという思いに心が支配され、涙目で泰成を見つめる。自分に嘘をつきたくないと思った乃々果は、迷う気持ちを振り切る決心をした。

「私は……、堀川さんが好きです」

　それは初めて泰成を見かけた時からだったと、いまならわかる──。吐息のような小さな声で告げるのが精一杯だったが、泰成には伝わっていたらしく、抱きしめられていた。

「その浴衣を誰にも見せたくなかったから、ここに連れて来た」

「え……？」

「綺麗だよ、乃々果」

　迎えに来てくれた時はなにも言わなかったのに、耳元で囁かれたせいで胸がドキリと高鳴る。こんな状況でずるいと思った瞬間、夜空に花火が打ち上がり唇が重なった。

　ふわふわとした甘いキスに翻弄されて身体をびくりと震わせる。

「窓際の特等席で、花火を楽しもう」

　耳元で囁かれた言葉に小さく頷くと、泰成は額にキスを落としてから、窓のそばに連れて行く。窓からは大輪の花が打ち上げられ、大きな音に耳を刺激される。

　こんな近くで花火を見た経験はなかったので、好きな人のそばで夢のような時間を過ごせることが嬉しかった。そんなことを考えていると後ろから抱きしめられ、首筋にちゅっとくちづけられる。

「ほっ、堀川さんっ！　花火を見ましょう」

「俺よりも花火に夢中になっていて」

「でも、こんなことは早すぎるから……」

「かわいい恋人を愛でたくなるのは当たり前だろう」

　お互いの気持ちを伝え合ったのだから、そうなってもおかしくない。しかし順序というものがあるような気がするのは、自分だけだろうか。

　そんなことを考えて泰成から意識をそらそうとするのに、細いうなじにキスをされて意識が引き戻される。

「恋人って……、私は堀川さんと釣り合う人間じゃありません」

「生まれた環境が違っても、俺たちの気持ちがひとつならそれでいい」

「でも……」

「君が俺を好きでいてくれるのなら問題はない。なにも考えなくていいんだ」

　腰を抱いていた手が上へと伸び、浴衣の上から胸を優しく触られる。そのことに驚いて身を竦ませた瞬間、乳房を揉みしだかれる。

「だめっ……。堀川さんも花火を楽しんでください」

「花火より俺を夢中にさせるものがここにあるから、しかたないだろう」

「そんなことっ……！」

　胸をもてあそんでいた手が掛け衿から忍び込み、じらすように肌をなぞってくる。しかも窓際で淫らなことをしているせいか、羞恥で身体が火照りだした。

「浴衣の下に下着をつけるものじゃないって、知っているか？」

「そんなの、知らないっ……」

「知らないなら、ちゃんとした着方を教えてあげる」

　背中に回した手がブラのホックを外し、素早く浴衣から抜き取られる。花火の明るさのせいでちらちらと胸が見え、泰成の目がそれを楽しんでいるかのように微笑む。

　その表情に男の色気が含まれており、乃々果は怖くて目尻に涙を滲ませた。少しずつ大胆に開かれた掛け衿から、さらに双丘が見え隠れする。

「こっちを向いて、乃々果」

　耳元に甘い声が響き、泰成のアシストによって乃々果は人形のように振り返る。隠したくてたまらないのに、身体が熱くてたまらなかった。

「み……見ないでください」

「そんなに恥ずかしがっても、俺の情欲を煽るだけだ」

　部屋が暗いことがせめてもの救いだと思う。なのに、夜空に美しい花火が打ち上げられるたびに部屋に光が差し込み、乃々果の羞恥を助長させる。

　ホテルの最上階にある部屋を、外から誰かに覗かれる心配はないだろう。そこでまとめていた髪が泰成の手によってほどかれ、甘いくちづけをされた。

　わずかに開いた唇の隙間から肉厚な舌が入り込み、歯列をなぞられる。

「ふぁ……んっ……」

　息が苦しくて言葉を発しても喘ぎの声に変わり、舌先を絡めとられる。徐々に身体の力が抜け、泰成に支えられていないと立っていられず、彼にしがみつく。

「寝室から花火を見よう」

「えっ、で、ですが……」

「寝室からも海が一望できるんだ。じっくりと堪能できるぞ」

　耳に響いた魅惑的な誘惑に翻弄され、乃々果は無意識に胸を昂ぶらせる。いまの状況で花火を堪能できるはずがないのは、乃々果にだってわかっていた。

　それでも泰成への恋心に嘘がつけず小さく頷くと、横抱きをされて寝室に連れて行かれる。ベッドに降ろされると泰成がネクタイを外し、シャツを脱ぎ捨て上半身裸になった。

　適度に引き締まった筋肉質の体躯を直視できずに窓に視線を向ける。海辺に打ち上げられた花火の光に彩られ、男の身体が窓に浮かび上がった。

「……脱がすよ」

　短い言葉を口にした泰成が器用に浴衣の帯をほどき、共衿を大きく開ける。逃げ出したいのに、すでにベッドで組み敷かれてしまい、身動きすらも取れない。

　自分がひどく淫らな女性になったようで、泣き出してしまいそうになる。

「乃々果が綺麗すぎて、浴衣を脱がすのがもったいない」

「はっ、恥ずかしいっ……」

「汚すわけにもいかないから、裸にしないといけないけどな」

「や、やだっ……」

　いやいやと首を横に振って身体を動かすほど、あられもない姿を晒してしまう。宥めるかのように、首筋に舌を這わせた泰成が喉にくちづけを落とす。

　初めて身体に教え込まれていく快楽に身を捩り、浴衣の襟がさらにはだけていく。

「色っぽいな、乃々果」

「ちがっ……」

「そんなに俺を煽ったら、どうなっても知らないからな」

　恥ずかしくて顔を手で覆っても、すぐに腕を取られてしまう。

「顔を隠したら、花火が見られなくなるぞ」

　すでに花火を見る余裕もないのに、顔を隠すことさえ禁じられてしまう。恥ずかしくて直視できない状況に困惑し、身体中が甘く蕩けるような愉悦に包まれた。

　淫らな指が鎖骨から滑り落ちて、乳房が手のひらに包まれる。

「あっ……やっ……」

「綺麗な胸が俺の手に吸いついてくる」

「ちがっ……」

「かたちも大きさも最高だな、乃々果」

　胸を揉みしだかれながらつぶやかれた言葉がさらに乃々果の羞恥を煽り、耳を舐めしゃぶる。怖くてたまらないのに、身体からあふれてくる甘い愉悦に翻弄されていく。

　胸の先端を指の腹で擦られ、白い背筋をのけぞらせる。淫らな泰成を見たことがないだけに、胸の鼓動が大きく跳ねた。

「ひゃっ！……んっ……」

「乃々果はこのかわいい乳首は感じやすいんだな」

「やっ……」

「舐めたらどんな反応をするんだろうな」

　泰成の唇が乳頭にちゅっと唇をつけ、乳暈を丁寧に舐められる。弾けるような法悦の波が押し寄せ、肢体が小刻みに震えた。

　円を描くように突起を舌でなぞりながら、獰猛なまなざしで見つめられて息が苦しい。なのに、泰成から逃れる術がなかった。

「こんなに乳首を赤く尖らせて、気持ちいいのか？」

「ひゃっ……！」

　自分のものとは思えないような嬌声を放ちながら背筋をしならせると背中に腕を回され、最後の砦だった浴衣を脱がされて一糸纏わぬ姿にされる。

「綺麗だ、乃々果」

　その言葉が言い放たれると同時にキスをされ、全身に甘く蕩けるような愛撫を与えられる。さざ波のような緩やかな刺激がもどかしく、太股に這わせていた指がぐちゅりとはしたない音を鳴らす。

「ふぁ……あっ……」

「乃々果は本当に感じやすいんだな」

「恥ずかし……」

「もっと気持ちよくしてあげるから、怖がらないで」

　淫猥の指が秘部をなぞり、小さな秘粒を捉える。その拍子に身体をのけぞらせると、舌先で割れ目を舐め取られて身悶えてしまう。

　敏感になった花芽を舌先で啄まれ、あふれてくる蜜液を啜られる。その刺激に耐えられず、焦れるような疼きが身体中に押し寄せた。

「こんなに濡らして、乃々果はいい子だな」

　優しい手で髪を撫でてから身体を離した泰成が、優しい瞳で乃々果を見る。その様子に落ち着きを取り戻すと、額にくちづけられた。

「怖いことはしないから、俺に身を委ねてほしい」

「堀川さん……」

「優しくするから、そんな不安そうな顔をするな」

　泰成に釣り合わないとわかっている。

　──けれど、初めて恋をした人にならすべてを捧げたい。その気持ちを伝えたくて、真っ直ぐに泰成を見つめると額にくちづけられた。

「乃々果、君を抱きたい」

　耳元でささやく泰成の言葉に小さく頷くと、彼はスラックスをくつろげて肉茎を取り出して避妊具を装着する。そんな泰成の姿を直視できないまま、花襞に剛直を押し当てられる。

　蜜液が滴っている花洞にゆっくりと侵入する熱さに、身体の奥をじんと痺れていく。

「痛くないか？」

「はっ……い……」

　狭い隘路を蹂躙する亀頭に圧迫され、一瞬だけ顔を歪ませて額に汗が滲む。とてもじゃないけれど耐えられない破瓜の痛みに襲われる。

　なのにあやすようにくちづけられるだけで、泰成の優しさに涙がこぼれた。

「痛みは俺が快楽に変えてあげるから、すべてを預けてくれ」

「はっ……はいっ……」

「いい子だ。乃々果」

　なじませるようにゆっくりと腰を動かされ、媚肉を擦りつけて密壁の中でかさ増しする剛直に翻弄され、全身がゆるやかな快感の波に漂っていく。

　少しずつ慣らされたのか、もどかしくて肢体が揺れ動く。それが泰成に伝わったのか、肉竿がさらに奥へと穿ちはじめる。

「ほっ、……ほり、かわ……さん」

「名前で呼んでくれないか？」

「たい、せい……さん」

　収縮する蜜路を埋めている灼熱の楔がさらに膨らみ、最奥を突き上げる。少しずつ慣らされた身体に教え込むように、痛みに勝った甘い悦楽に支配された。

　目の前が霞み、背中をのけぞらせながら未知の愉悦に蕩けていく。しっかりと密着しながら、初めての官能に身悶えた。

「あっ……」

　少しずつ加速するのに痛みが薄れていき、小さな嬌声を漏らす。激しく内壁を擦られ、甘く蕩けるようなくちづけに身体がぞくりと戦慄く。

「気持ちよくなってきたようだな。乃々果」

「わかん……なっ……」

「わからないならしっかり教えてあげるから」

　肉茎を受け入れた場所から新たな愛蜜がこぼれ落ち、シーツを濡らす。身体が痙攣するような感覚に囚われ、耳を甘噛みされた。

「イっていいぞ、乃々果」

「いっ、いく？」

「気持ちよくなることなんだ」

　なにを言われているのかわからず、思考さえも真っ白に染まる。

　突き上げられるたび肌がびくりと震え、淫らに肢体を震わせていく。意識が朦朧としながら何度もキスをされ、膣奥に白濁液が注がれた。

　心地いい官能の波に揺られながら、泰成に抱きしめられる。それだけで心の底から安心し、乃々果は彼に身を委ねた。





　＊＊＊






　花火大会から一ヶ月が過ぎ、乃々果は泰成に連れられて東京に来ていた。

　あの日から正式につきあいはじめて家族にも報告しているので、お店を休む許可はとってある。しかし地元からあまり出たことがなかった乃々果にとっては、不安ばかりが胸に渦巻いていた。

　いまだって大きなビルの前で茫然とし、なぜかこの場所が冷たい海のように感じられる。

「ここが、泰成さんの会社なんですか？」

「そんなに緊張しなくてもいいだろう。俺の会社なんだ」

「でも、こんな大きな会社だなんて知りませんでした」

（泰成さんて、本当にすごい人なのかも……」

　泰成から話を聞かされていたとはいえ、想像すらできなかったので驚くばかりだ。もしも自分がオフィス街で働いていたら、もう少し冷静でいられたのかもしれない。

　高層ビルがひしめきあっている風景ですら、乃々果にとっては異世界のようにしか思えない。

　そんな中で泰成にエスコートされるが、周囲の視線が冷たく感じられた。白系のスーツを着ているが、どこか場違いにすら思えてならない。

（──私がここに来て、本当によかったの？）

　社長がいきなりどこの誰かもわからないような女性を連れてきたら、社員たちも混乱するだろう。その様子がひしひしと伝わり、申し訳ない気持ちだった。

「社長、お帰りなさいませ」

「ああ、磯いそ田だ。俺がいない間、変わったことはなかったか？」

「大おお城しろ財閥の秘書の方から、お電話がありました」

「わかった。こちらから連絡しておく」

　磯田と呼ばれた眼鏡をかけた男性が、泰成に連れられて店にきた秘書だと気づく。余計に緊張して顔が上げられない中、あることが胸をよぎる。

（大城財閥って……すごいところだよね）

　乃々果でも知っているほどの、日本有数の大財閥である大城財閥の名前が出てきたことに驚愕する。仕事関係のつながりがあるのだから、泰成は実力を持つ青年実業家なのだろう。

　自分とは釣り合わない。それは初めからわかっていたはずなのに──。

　乃々果は身分違いであることを実感せずにいられなかった。

「それから、七なな緒お様からもお電話がありました」

「……いまから出かけるが、今日は会社に戻らない」

「かしこまりました」

　磯田の口から女性の名前が出た瞬間、泰成が怒りを滲ませていることに気づく。七緒という人とはどんな関係があるのだろう。

　胸の中に不安が渦巻きがら、こんなにそばにいても泰成のことをなにも知らないと気づいた。

　自分はいつからわがままな人間になってしまったのだろう。そう思わずにいられなかった。

「行くぞ、乃々果」

「えっ……？　でっ、でも」

「君はなにも心配しなくていい」

（心配しなくていいなんて言われても……）

　泰成の言葉はいつもと同じなのに冷たいと感じてしまうのはどうしてだろう。そんな疑問が頭に浮かび、暗雲が立ち込めていた。







第三章　禁じられた溺愛から逃げられなくて








　なにひとつ理解できないまま車に乗せられ、再び車が走り出す。会社に来るまでは用事があると言っていたのに、泰成がなにを考えているのかわからなかった。

「これから行きたいところがあるんだが、ついてきてくれないか」

「……えっ？」

「いまは俺を信じてくれないか？」

　その一言に困惑するものの、なぜか理由を聞いてはいけないような気がする。

　それがどうしてなのか自分でもわからず、泰成の怜悧な横顔が心を締めつけた。こんな彼を見たことがないので不安でしかたなかった。

「今夜はたっぷり埋め合わせをするから、許してくれ」

「許すもなにも、私はそんなことができる立場ではないし、私が一緒にいたらご迷惑になるんじゃないでしょうか」

　その言葉が引っかかり、うまく自分の気持ちを伝えられない。そんな自分が歯がゆくてしかたがなかった。

　敷地内に入って行き、太陽の光が差し込んだ森林を抜けると堂々とした門構えのお屋敷が見える。西洋風のアンティークの建物は、日本にいるとは思えないような光景だった。

　──本来ならこんなお屋敷に縁のある人と出会うことがなかったのだろう。そう思えてならなかった。

「乃々果が俺の迷惑になるはずがない。だから安心してほしい」

「ですが……」

「俺がすべてにケリをつける瞬間を、そばで見届けてほしい」

「泰成さん……」

　泰成がなにを考えているのかわからないが、乃々果を安心させるような優しい顔で笑う。その表情は先ほどの冷たい表情ではなかったことにほっとし、少しだけ心細さが消えていく。

　かと言って状況は変わらず、引き続きお屋敷についていく。

（ここってどこだろう……。すごすぎる）

　大理石をメインとした造りの玄関を目にした乃々果は、自分がここにいてもいいのかと思う。そこでくすりと微笑んでいる泰成と目が合う。

「なにを驚いているんだ」

「たっ、泰成さん」

「俺の実家なんだし、緊張することもないだろう」

（緊張するなって言われても……）

　こうしてふたりで話していると、とても優しい。けれど泰成の考えていることがわからず、自分は甘えているだけでいいのだろうかと思案する。

　そこで執事らしき初老の男性が恭しくお辞儀をしていることに気づいた。

「泰成様、お帰りなさいませ」

「父さんは帰っているか？」

「はい。旦那様はお帰りになり、現在は……」

　泰成と男性の会話を耳にしても、状況がまったくわからない。

「俺たちも書斎に行くから、大城財閥の人間が来たら通してくれ」

「かしこまりました」

　短い会話から、大城財閥と関係していることを察し、やはりただものではないと確信する。そんな中で泰成が耳元で「ついてきて」と呟き、乃々果は素直についていくことしかできなかった。

　赤い絨毯が敷かれている階段を上り、二階の廊下を歩いて重厚な扉の前に到着する。

「父さん、俺だ」

　その一言を告げた泰成がドアを開けると、初老の男性が椅子に座っていることに気づく。泰成によく似た紳士的な男性が、彼の父親だとすぐにわかった。

「泰成、おまえは本当に大城財閥とのつながりを絶つ気なのか」

「婚約破棄して乃々果を妻にすることが、つながりを絶つということなら、それでもかまわない」

　泰成の言い放った『婚約破棄』と『つながりを絶つ』という言葉に驚く。なにが起こっているのかわからず、乃々果の心に不安が立ち込める。

「よく考えてもみなさい。おまえは大城財閥の後継者に指名された人間なんだ」

「それで地位と名誉をなくすことも厭わない」

「おまえという人間は……」

　悩ましげに額に手を当てる父親の苦悩している様子が、さらに乃々果を不安にさせる。状況すらわからないので、ふたりを見守ることしかできなかった。

　そこでドアがノックされ、さきほどの男性が部屋に入ってくる。

「失礼します、旦那様」

「なんだ、山やま村むら」

「大城財閥の方がお見えになりました」

「応接間に通してくれ」

「かしこまりました」

　山村が父親に用件を告げると、ふたりはすぐに部屋を出て行く。その後ろ姿を見ながら、乃々果は不安に心が覆われる。

　いったいどうしてこんな状況になっているのかわからない。なのにふいに抱きしめられて驚く。

「すまない、乃々果」

「えっ……？」

「すべてにケリをつけるには君の存在を隠せない。だから俺を信じてほしい」

　腕の中で聞かされるせつなげな声と、微かに震えた身体。そのふたつから苦悩が伝わり、胸が苦しくてたまらなかった。

「とにかく行くぞ」

「えっ……？」

　耳元でささやかれた言葉に驚いて顔を上げると、優しい表情をして微笑む。そこで泰成が踵を返して歩きはじめ、その後ろ姿を追いかけることしかできなかった。

　いまだに泰成の考えていることがわからず不安が募る、応接間に到着する。部屋に入ると大柄の中年男性とウエーブのかかった長い髪の目鼻立ちと整った美しい女性がいた。

「その娘が七緒との婚約を破棄しても、一緒になりたいという女性なのか？」

「どこの財閥のご令嬢なのかしら、ねえ、お父様」

　ぎらりと睨んだ男性と七緒と呼ばれた女性は、乃々果を品定めしながら下卑た笑いをする。

「この女性が私の大切な人です。家柄だけで彼女を選んだわけではありません」

「大城財閥を敵に回すとわかっていてもなお、そんなことが言えるのか」

「それを承知で総帥とも話をつけるつもりです」

「いくら総帥と話したところで、七緒を傷ものにする責任を取れるのか」

　泰成と男性の会話を聞き、一族の人間しかわからない事情なのかもしれない。そんな考えが頭をよぎる。

　そこで不機嫌そうな顔をした七緒が、乃々果をじっと見ていた。

「私は婚約破棄なんてしないし、大叔父様もこんなことを認めるわけがないわ」

「すべてを失ってもかまわない。はじめからわかってることだ」

「こんなことが許されるはずがないでしょう。泰成様は大叔父さまから指名された、大城財閥の次期総帥なのです」

「許されなくても、俺の気持ちは変わらない」

　どこか他人行儀な泰成と七緒の会話に違和感を持ちながらも、ふたりが婚約者同士だと空気で伝わってくる。事情はわからなくても、自分はここにいてはいけないのだろう。

　そう思ったのも束の間。いつの間にか泰成に手を握られて、乃々果は泰成を信じるしかできないと思わずにはいられなかった。

「本当になんなんだ!?　次期総帥に指名された男は最悪な人間だな」

「なにを言われてもかまいません」

　そこで泰成と七緒の話を不快げに聞いていた男性が、強い怒りを露わにして立ち上がる。

「話にならない！　帰るぞ、七緒」

「お父様、お待ちください！」

「いくらなんでも、この態度が許せるわけがないだろう」

「それでも……私は泰成様の婚約者です。せめて大叔父様が戻ってくるまで、お父様には見守ってほしいのです」

　少しせつなげな顔をした七緒に困惑したらしい男性は、なにかを考えているようだ。

「七緒の言うことも一理あるし、総帥が戻ってきてから決着つけたほうがいいだろう」

「ありがとうございます。お父様」

　七緒が機転を利かせたということなのだろうか。そう思うものの、泰成と七緒の関係がさらに冷えきっているようにも感じられる。

　胸が痛むのは泰成に婚約者がいた事実だが、それだけではないような気がした。

「泰成様。私は婚約破棄なんてする気はありませんし、大叔父様だって認めませんわよ」

「なにを言われても、俺は自分の気持ちを変えるつもりはありません」

「いつまでそんなことを言っていられるのかしら」

　泰成を挑発するかのような態度をし、乃々果に冷たいまなざしを向けた七緒が父親と共に部屋を出て行く。その様子に乃々果は胸が痛み、自分が犯した間違いに気づく。

（はじめから、泰成さんを好きになってはいけなかったんだ）

　いまさらそんなことに気づいても遅すぎる。そう思うものの、この状況から逃げ出すことはできそうにない。

「話は終わったから帰るぞ。乃々果」

「えっ……？　でもっ」

　いくらなんでもこんな状況で話が終わったとは思えず、乃々果はその場から動けなくなる。どうしても後ろ髪を引かれる思いが残り、ここで帰っていいのかと思い悩む。

「本当にこのままでいいのか。泰成」

「大城を敵に回しても、守りたいものが俺にはあるんだ」

「おまえのことだから考えがあるのはわかるが、堀川の名に傷をつけることは許さんぞ」

「すべての責任は俺が取る」

　それまで黙っていた父親が詰問するが、泰成は依然として態度を変えようとはしない。それどころかもう話はないといった様子で、乃々果の小さな手を握りしめて踵を返す。

（泰成さんは、なにを考えているの？）

　泰成の背中を追いかけながらも、胸の中が不安に覆われたまま理由を聞くことができなかった。




　車に乗せられて屋敷を出ると、首都高を走らせ海岸線へと向かう。すっかり夕暮れ色に染まった空を車内から見ていた。

　ようやくふたりきりになったのに、泰成はなにも話そうとはせず無言をつらぬく。そんな状況でなにも話せないまま、車を海沿いの駐車場に停めた。

「海浜公園を散歩するか」

「はい……」

「黙っていたのは、乃々果はなにも知らないほうがいいと思っていた」

「えっ……？」

　泰成が静かに話しはじめ、乃々果は彼の言葉に耳を傾ける。

「七緒が俺の周囲を調べていると知って、乃々果の存在を隠せなくなったんだ」

「泰成さん……」

「七緒がなにをするかわからないからな」

　一族の中で唯一の女子として育てられた七緒は、周囲から蝶よ花よと扱われてきた。それゆえにプライドが高くわがままな性格なのだと聞かされる。

　七緒の性格を熟知しての決断だと聞かされ、なにも言えなくなる。それと同時に泰成の気持ちが伝わり、せつなくてたまらなかった。

　自分のことを大事に思ってもらえるのはうれしい。けれどそのせいで泰成に無理をさせたくない。

「でも、どうしてずっと黙っていたんですか？」

「罪を背負うのは俺だけでいいだろう。乃々果は責められる必要がない」

「そんなことを言われても……」

「君は婚約者がいる男を愛せなかっただろう」

　泰成の罪なら一緒に背負いたいと思う。だが、それはお互いの気持ちを重ねてきた結果なのかもしれない。

　自分でもどうしていいのかわからずに、気を抜いたら泣き出してしまいそうになる。そこで泰成にいつの間にか抱きしめられ、身動きが取れなくなっていた。

「乃々果と出会った時には七緒と婚約してた。けれど俺はその事実を隠していた」

「泰成さん……」

「打ち明けてしまえば二度と乃々果を手に入れられない。卑怯だとしても乃々果といたかった」

　腕の中で聞かされる話が心に響き、泣き出してしまいそうなほど胸が震えている。素直に嬉しいと思う反面、自分がどれほどの罪なことをしているのか思わずにいられない。

　そんな乃々果を安心させるかのように微笑んだ泰成は、すでになにもかもを覚悟しているかのようだった。

　自分の知っている泰成の表情に安心する。同時にこの腕の中にいたいと強く願いながら、身を預ける。

「なにもできないかもしれませんが、泰成さんの痛みを私にもわけてください」

「乃々果、君はまったく……」

　あきらめなければいけないとわかっている。けれど間違っていると責められたとしても、泰成のそばにいたい気持ちが心からあふれ出す。

　守ってもらうことだけじゃなく自分から選びたい。そう思った瞬間、キスを受け止めていた。ゆっくりと触れてくる唇を押しつけられ、肢体を甘く震わせる。

「俺だけを信じていると約束できるなら、そばにいてほしい」

「はい」

　この先になにが待ち受けていても泰成だけを信じたい。その決意を包み込むように強く抱きしめられる。この先はどうなるかわからないけれど、好きな人だけを素直に信じたいと心から思った。




　車で泰成のマンションへ向かい、ふたりきりになったと同時にキスをする。彼とつきあいはじめてから何度もこんな状況になったが、こんなに荒々しく求められるのははじめてだった。

「ふぁ……っ……」

　口腔で縦横無尽に動き回る舌先が歯列をなぞり、あっという間に絡め取られる。まるで愉悦の波にさらわれながら、何度も甘いくちづけをされているかのようだった。

「このまま乃々果を抱きたい……」

　吐息のようにささやかれた言葉が耳を刺激し、立っていられなくなったところで横抱きにされる。あまりにも早急にお姫様抱っこをされたせいで、全身がかぁーと火照り出す。

「そんなに恥ずかしがらなくてもいいだろう」

「ちがっ……」

　あまりの恥ずかしさでちょっと口を尖らせるが、泰成の優しげな表情に蕩かされていく。そのせいで頬が熱くて、自分の顔が真っ赤になっているのだろうなと思った。

「本当に乃々果はかわいすぎて、たまらない」

「いじわるしないでください」

「いじわるなんてしてないだろう」

「……恥ずかしいです」

　笑いながらからかってくる顔を直視できなくて、ぷいっと視線を背ける。それなのになにごともなかったかのように、泰成が乃々果をソファに降ろす。

　黒を基調とした高級感が漂う部屋の窓からは夜景が広がり、上質な夜を演出するかのようにビルの群れからまばゆい光が放たれる。煌びやかな景色に瞳を奪われてしまう。

「綺麗……」

　いままでに見たことのなかった景色に見惚れている。と、隣に座ってきた泰成に抱き上げられて膝の上に乗せられた。

「なっ……!?」

「こうやってふたりで夜景を見ないか？」

「おっ、降ろしてください」

「俺たちしかいないんだから、いいだろう」

　あまりの羞恥で肢体を捩らせるが、優しく腰を抱きかかえて余計に恥ずかしさが膨れあがる。そんな自分を優しい目で見ている泰成から顔を背けるように、うつむくことしかできない。

　心臓がうるさいほど跳ねてしまい、落ち着くことができない。なのに唇を重ねられて身体から力が抜けていく。

　──いじわるなのにとても優しい。

　そう思ってしまうのは、泰成に恋をしているからだとはっきりと気づく。同時にブラウスの上から乳房を撫でられ、身体をぴくりとしならせた。

「涙目で俺を見たって、かわいいだけだぞ」

「窓から見えちゃ……」

「ここは最上階なんだ。誰も気づかないだろう」

　わざと羞恥心を煽りたてながら胸を揉みしだかれ、ゆっくりとブラウスのボタンが外される。耳朶を舐めしゃぶっていた肉厚な舌が首筋から鎖骨にかけてをなぞり、吸いつくように喉にくちづける。

「いやぁ……んっ……」

「そんなにいやらしい声を出して、嫌がってるようには思えないな」

「ちがっ……！」

　首を横に振り否定をするが肌にちくりとした痛みを与えられて、びくりと身体が震える。それなのに執拗にキスの雨を降らされ、甘く淫らな愉悦に全身が包み込まれていく。

　ブラジャーがずり上げられ、尖端を指先で抓まれる。それだけで肢体がおかしくなってしまいそうで、背筋をのけぞらせた。

「綺麗だ、乃々果」

「そんなことっ……」

（綺麗と言うなら、七緒さんのような女性なのに……）

　頭の片隅に七緒が浮かび、無意識で泰成の身体に胸のふくらみを押し付ける。あまりにもはしたない行動が信じられず、泣いてしまいそうだった。

「そんなにかわいく俺を誘って、どうなっても知らないぞ」

「ごめんなさい。私……その……」

「乃々果は俺を煽る天才だな。そんな君に魅了されっぱなしだ」

　決して泰成を煽ったわけではなく、はしたない自分を隠したかった。そのはずなのにからかわれてしまい、反論さえもできない。

　こんな自分を知られずに済んだことへの安堵と、甘美な悦楽に息が乱れた。

「今後はリモートで仕事をするから、ずっと乃々果のそばにいられる」

　突然言い放った泰成の言葉に驚いて顔をあげる。と、彼は優しげな表情で乃々果の髪を撫でた。

「これからは乃々果のそばにいるから許してくれ」

「たっ、泰成さん!?」

「だから俺を誘惑することだけを考えてほしい」

　額に優しいくちづけをされ、乃々果は自分の気持ちを見抜かれていたことに気づく。恥ずかしくてうつむくことしかできないのに、顔中にキスをされて逃げ出すことができない。

「たっ、泰成さんっ！　あの、リモートってどういう……」

「いまはなにも考えずに、俺に身を委ねていればいい」

「でっ、ですが……そんなこと」

「俺が快楽を教えてあげるから、ベッドに行こう」

　耳元のささやきに抗うことができず首を小さく縦に振る。横抱きで移動してベッドに寝かせられていた。

　組み敷かれてブラのホックを外され、スカートとショーツを脱がされてしまう。

「やっぱり君は美しすぎるな」

「ちがっ……」

「違うはずがないだろう。こんなにも綺麗なんだ」

　羞恥で身体が火照りだした乃々果の目の前で、泰成が服を脱ぎ捨てる。たくましい身体を直視できずに視線をそらすと、再びベッドに入ってきた泰成に抱きしめられた。

　肌から伝わる熱さを感じながら淫らなキスを繰り返し、腰を引き寄せられる。

　口腔に入ってきた肉厚な舌がゆっくりと口蓋をなぞり、乃々果の舌を追いかけて絡め取る。激しすぎるくちづけに軽い目眩がし、息が苦しくなった。

「んっ……はぁ……」

　ようやく発した声が艶めかしい喘ぎに変わり、口から漏れる。与えられる甘さに翻弄されてしまう。

　いやらしすぎるキスに肢体がおかしくなってしまいそうで、泰成にしがみついた。

「キスだけで、こんなに淫らな顔をするようになったな」

「はぁ……」

　色気のある声が響き、耳朶を舐めしゃぶられる。そのせいで白い背中をのけぞらせ、身体中が甘く蕩けていく。

　淫猥な舌が首筋にたどりつき、胸を鷲づかみにされ身体をびくりと震わせる。泰成は首筋から鎖骨にかけてを舌で丁寧になぞり、乃々果の身体にさらなる悦楽を与えていく。

「ひゃっ、あっ……」

「気持ちよさそうだな。乃々果」

「ふぁ……」

「そんなに甘く啼いたら、もっと気持ちよくしてあげたくなる」

　肌を滑り落ちる舌先が胸のふくらみをたどり、尖端が口に含まれる。淫らな舌で乳頭を舐め転がされ、執拗に舐めしゃぶられた尖端が燃えるように熱い。

　恥ずかしいほどの疼きが乃々果を襲い、身体をくねらせながら快感に身悶える。

「あっ……ふぁっ……」

「もっと俺だけを感じてほしい」

「たいせ……さんっ……」

「いい子だ、乃々果」

　卑猥な指と舌が全身に甘く蕩けるような愛撫に身を委ね、下腹部が疼くように蜜液で湿ってくる。同時に足の指を舐められ、驚きで身体が跳ねた。

「泰成さんっ……そんなところは汚いから」

「乃々果は爪の先までかわいいから安心しろ」

「だめっ……」

　あまりの羞恥が湧き上がり、乃々果は泰成から身体を離そうと身を捩る。が、もがけばもがくほど追い詰められ、気持ちよさに肢体を戦慄かせていく。

　やめてほしい。そう思っていても秘処に新しい蜜が滴り、腿を濡らしていた。

（どうしちゃったんだろう、私。こんなのはしたないよ）

　足の指を舐められているだけなのに、身体がぞくぞくと戦慄く。その反動で涙がぽろりとこぼれ落ちる。

「恥ずかしがらずに素直に感じていればいい」

「こんなの嫌われちゃう……」

「俺が乃々果を嫌うはずがないだろう。だからなにも考えないで」

「はい……」

　ゆっくりと上がってきた舌が腿の内側を辿り、淫らな指で下腹部をなぞられる。くちゅりとした淫らな音が寝室に響き、円を描くように小さな秘粒を舐め転がされた。

「はぁ……んっ……」

「こんなに濡らして……いい子だな」

「恥ずかし……」

「そんなに恥ずかしがらなくても大丈夫だ」

　泰成がしゃべるたび秘芽に息を吹きかけられ、身体中が甘い痺れに蹂躙されていく。シーツを掴んで法悦に耐えようと試みるが、あっという間に快感の波に飲み込まれる。

　じらすような舌の動きに翻弄され、呼吸がままならない状況でようやく唇が解放された。

「乃々果……」

　色気を含んだまなざしに吸い寄せられるように唇を重ね、吸いこまれそうな切れ長の瞳に見つめられる。心臓が高鳴る中で、避妊具に手を伸ばした泰成が、勃ち上がった男根に薄膜を装着した。

　しっかりと身体を密着させて抱き合い、肉茎を花襞に押し付けられる。濡れそぼった蜜口はあっけなく剛直を受け入れ、泰成がゆるりと腰を動かした。

「ふぁ……あっ……」

「気持ちよさそうだな、乃々果」

　狭い隘路を突き上げてくる熱杭に蹂躙され、湧き上がる愉悦が全身に広がる。身も心も自分のものではなくなりそうな感覚に身を委ね、身体がふわふわと漂うような錯覚に陥る。

　腰を抱きしめられながら、乃々果はただ泰成の思うままに乱されるしかない。

「もう、痛みはないだろう？」

「はいっ……、でもっ……そこはっ」

　収斂する媚肉を穿ちながら奥へと律動する熱杭が、最奥を打ちつけられてひときわ甘い声を室内に響かせる。そのたびに優しいくちづけをされて快感に溺れていく。

　せり上がってくる愉悦に全身が痺れ、そのたびに乃々果は甘い声で啼いてしまう。

　乃々果の胎内で膨れ上がった欲望が抉るように熱くなり、甘い痛みに身悶える。恥ずかしいのに気持ちよさに打ち震え、痙攣を起こす。

「ひゃっ……！」

　肌に噛みつくようなくちづけをされ、ちくりとした痛みに小さな悲鳴を上げる。断続的に与えられる快楽の波にゆらりと飲み込まれ、淫らに変化していく自分を恥じた。

「だめっ、いっちゃ……」

「好きなだけイかせてあげるから、もっと気持ちよくなってくれ」

　淫らな旋律で蜜壁を擦られたせいで、燃えるように肢体が熱い。そのせいでうっすらと汗が滲み、腿を小刻みに震わせた。

「わたし……おかしくなっちゃ……」

「おかしくなった乃々果を、もっと俺に見せてくれ」

　蜜路いっぱいに張りつめた剛直がさらに大きさを増し、抽挿の速度を上げて抜き差しを繰り返す。なのに甘く蕩けるようなキスに耽溺し、淫らに腰をくねらせながらしだいに意識が遠のいていく。

　電流のような快楽が迸ると同時に膣内に白濁が注がれ、優しいキスをされる。その瞬間、泰成の胸に身を委ねることしかできなかった。





　＊＊＊






「乃々果……」

　いつの間にか意識を失った彼女を抱きしめた泰成は、腕の中でぐったりとしている最愛の女性の名前を呼ぶ。自分でも歯止めが効かないほど恋焦がれ、不誠実だとわかっていても心優しい彼女に惹かれずにはいられなかった。

　あの日の朝、こちらの様子を無垢な瞳で見ていた可憐なまなざしと、乃々果の内側に秘められた色香。それは泰成を引きつけるには十分だった。

「ポニーテールのお嬢さんは、この辺りの人かな？」

「あっ、ごめんなさい」

　突然声をかけられたことが怖かったのか、遠目からでも怯えているように見える。このあたりの漁港は観光客も多いので、知らない男に声をかけられることもあるのだと推測した。

　そんな出会いからふたりで過ごす時間を作り、花火大会の夜に結ばれた。

　心の底からたったひとりを求めずにはいられない自分を、過去の自分は笑うかもしれない。けれど乃々果がそばにいる現い在まをなによりも大事にしたかった。

　──だからこそ、卑怯なことだとしても現実に立ち向かわなければならない。

　そのためにはどうしても七緒の存在を隠すことができなかった。

（いまはこんな形でつなぎ止めているけれど、つらい思いをさせるだろう）

　いくら泰成がそばにいたところで、乃々果を傷つけてしまうかもしれない。最低な男だとわかっていても、彼女を失いたくない。

　これほどほしいと思ったものはこれまでの人生で一度もなかった。堀川財閥の御曹司として生まれ、御曹司という立場に甘んじるつもりなどない。




　大学に入った頃から投資をやりはじめ、それを元手としてリゾート開発の設計に携わる会社を起業した。その頃から御曹司としてではなく、自分の経営力をどれほど試せるのかと考えていたからだ。

　そんな状況で泰成の考えを理解しようとしない人間から、七緒との縁談が持ち込まれる。あくまでも親戚たちを黙らせる策であり、婚約破棄の機会を狙っていた。

　不貞を犯すつもりもなかったし、己の実力で黙らせたかっただけだ。そこで乃々果と出会い恋に落ちた。

「……行かないで」

　ふと乃々果の小さな声が聞こえて振り返る。彼女がすやすやと寝息を立てており、夢の中で苦しんでいることに気づく。

　泰成に婚約者がいる事実が、乃々果の心に重くのしかかっている。それは明らかだし、どんなに彼女を愛していても、このままの状況では取り払ってやれない。

「どんなことがあっても、俺が乃々果を守ってあげるから……」

　その決意は眠っている乃々果に届かない。けれど、いまはそれでいいとさえ思いながら長い髪に触れる。

　乃々果は仕事柄髪を束ねていることが多いだけに、髪を下ろすといっそう色っぽさを感じてしまう。これが惚れた弱みなら、乃々果に囚われているのも悪くない。

　──乃々果が自分の隣にいるのなら、それだけで生きていける。

　心の底からあふれてくる愛しさで、泰成は女神のような美しい寝顔にキスを落とした。







第四章　すれ違う恋心と哀しい決意








　目を覚ますと眩しい光が部屋に差し込み、乃々果は朝がきたのだと知る。

（ここは……たしか泰成さんの部屋だよね？）

　黒を貴重としたモダンな作りの寝室を改めて見渡す。シンプルで男性らしい部屋だが、高級感が漂う家具に茫然とする。

　しかも隣には泰成が眠っているので、ベッドから起き上がることもできなかった。

（泰成さんを信じるって、決めたのに……）

　彼の事情については知る由もない。それでも思い詰めていることがわかり、その手を取ると決めた。なのに、冷静になって考えればいけないことだと強く思わされてしまう。

　好きだからその手を突き放す勇気もない。それをいまさら実感した。その時、ふいに抱きしめられ、乃々果は驚く。

「起きていたなら俺を起こせばいいだろう」

「たっ、泰成さん！　起きていたんですか？」

「乃々果の寝顔がかわいくて、眠るのがもったいない」

「それって、はじめから起きていたってことですか？」

　眠っているから安心していたのに、どうやら違ったようで慌てふためく。抱かれている時に比べたらなんてこともないはずなのに、やっぱり寝顔を見られるのは恥ずかしい。

　そんな乃々果の気持ちを知ってか知らずか、泰成が優しく微笑む。

「昨夜も言ったけど、これから本格的に拠点を移して君のそばにいるよ」

「えっ……？」

「前から決めていたんだ。設計に取りかかる際に、拠点をあの町に持っていきたくて」

「そうだったんですね」

「だから、乃々果は俺のそばにいてくれないか」

　優しい口調で話す泰成に鼓動がドキリと跳ねながらも、どこか危うい関係に不安が否めない。それでも信じたいという気持ちは消せなかった。

　そこで額にくちづけられ、彼を信じるしかないと思う。

「今日はベッドでゆっくり過ごしてから、出かけることにしようか」

「ちょっと待ってください。昨夜も……その……」

「乃々果は俺に抱かれるのは嫌か？」

　朝だというのに、色気を纏っている泰成に逆らえずにキスを受け入れる。こじ開けられた唇は、肉厚な舌の侵入を許し、淫らに歯列をなぞられた。

　カーテンの隙間から漏れた光が寝室を淫靡な空間へと変え、胸を揉みしだかれる。裸で眠ってしまったせいで、あっという間に身体は甘く蕩かされていく。

「明るい部屋だと、乃々果の身体がよく見えるな」

「みっ、見ないで……。それにシャワーを浴びたいです」

「一緒に風呂に入るか？　綺麗に洗ってあげるから」

　さすがに昨日からお風呂に入っていないので、抵抗を試みる。しかし泰成はそれを許すどころか、淫らすぎる罠に誘っているようだった。

（どっちも恥ずかしいから……）

　ほかに選択肢を与えてもらえないだけに、乃々果は大いに困り果てる。どうしたらこの状況から、逃げることができるのだろうか。

　そう思ったところで腰を抱きかかえられ、身動きすらできなかった。

「風呂に入るかこのまま俺に抱かれるか……。どっちがいいんだ？　乃々果」

「……お風呂に入らせてください」

「わかったよ」

　少し困ったような笑みをしながらベッドから降りた泰成は、掴んだ服を乃々果に手渡す。

「俺のシャツでも着てろ」

　驚きと混乱の中でシャツを受け取ると、泰成が寝室を出て行く。その後ろ姿にほっと一息をつくものの、これから起こることへの不安が拭えなかった。




　泰成から受け取ったシャツを羽織ってぼんやりとする。シャツに移ったムスクの香りに胸が大きく高鳴り、落ち着かない。

　しかも体格差のせいで、乃々果の華奢な身体には大きすぎて、おまけに袖も長すぎる。あまりにも不格好で恥ずかしいが、泰成を感じていられることが嬉しくなった。

　そんなことを考えていると、いつのまにか扉が開き、困ったような顔をした泰成がこちらをじっと見ている。

「俺のシャツを着た、乃々果もいいな」

「私にはぶかぶかで、恥ずかしいです」

「胸あたりは、そんなことはなさそうだけど」

「なっ……!?」

　泰成の視線が胸に集中していることに気づいて慌てて隠そうとする。だが、時すでに遅しといったように嬲るような瞳が乃々果を支配した。

　火照る身体をごまかしたくて泰成から視線をそらす。けれど、そのまなざしに抗うことができずに、震えることしかできないでいた。

「さて、風呂の準備ができたから行こうか？」

「……本当に、一緒に入るんですか？」

「あたりまえだろう。なにをいまさら」

（いやいや、違います……。なんて言えるわけないよね）

　この状況でさすがに逃げ出せないと、乃々果にだってわかっている。が、あからさまな誘いを素直に受け入れられるはずもない。

　それなのに、横抱きにされて浴室へと連れて行かれてしまう。

　はだけたバスローブのせいで色気が増した泰成にドキドキし、顔をそらすことが精一杯だった。そこで脱衣所に到着し、乃々果はようやく身体を下ろされた。

　素早くバスローブを脱ぎ捨てて逞しい体躯を惜しげもなく披露する彼と、視線が合わせられない。

「乃々果も早く脱がないと、湯が冷めるぞ」

「えっ？」

「自分で脱がなきゃ、風呂に入れないだろう」

「でもっ……」

　シャツを脱がないと浴室に入れないことはわかっている。しかし、獣のようなまなざしで自分を見つめてくる泰成から逃げられなくなってしまう。

　──恥ずかしくてたまらない。なのに抗うことができずに、乃々果はいまにも泣き出してしまいそうだった。

「いい子の乃々果ならできるよな」

　まるで幼い子供をあやすような口調で明言され、乃々果は小さく頷いてシャツのボタンに手をかける。色気を含んだその視線に指が震え、うまくいかない。

　それでも拒むことを許してはもらえず、どうにかボタンを外し終える。泰成に煽られるままシャツを脱いで、バスタオルを巻く。

「綺麗だな、乃々果」

「……なっ！」

「脱がすのもいいが、自分で脱ぐのもたまらないな」

「泰成さんは、いじわるです」

　満足げな笑みを浮かべている泰成の表情に煽られ、泣き出してしまいそうになる。が、淫らなくちづけをされて身体から力が抜けていく。

　はしたない自分が嫌でたまらない。なのに泰成が素肌に触れるたびにじんと熱くなり、身体が疼く。

　あっという間に身体を離されたことに安心し、洗面台の前に移動する。鏡の向こうから集中する視線が、乃々果は恥ずかしくてたまらなかった。

（きっ、緊張するなぁ……）

　いくら抱かれた経験があっても、こうして一緒にお風呂に入る経験がないので緊張する。しかも普段はなにげなくしている日常的なことなので、余計に羞恥が湧き上がる。

「髪が長いと大変だよな。でも、乃々果はそのままでいてほしい」

「泰成さん……？」

　髪をまとめている姿をじっと見つめられているだけなのに、肢体が甘い熱に翻弄されていく。そこで後ろから抱きしめられ、鼓動がドキリと跳ねる。

「ちょっ……！　泰成さん」

「乃々果がかわいくてたまらなくなった」

「いっ、いきなりすぎるから……」

　あまりにも突然に迫ってくる泰成に動揺し、どうしていいのかわからなくなる。それなのに泰成から逃げ出すこともできなかった。

「風呂に入るのに、バスタオルはいらないよな」

「でもっ……」

「でも、じゃないだろう？」

　泰成は有無を言わせないというように身体からバスタオルを剥ぎ取り、浴室へと誘う。

「それに恥ずかしがらなくてもいいだろう」

「そんなことを言われても……」

「君がかわいすぎて、どうにかなりそうだよ」

　そう言いながらシャワーの温度調整をした泰成が、乃々果の身体にそっとシャワーをかける。あっという間にふたりの肌が濡れる。

「温度はどうだ」

「あったかくて気持ちいいです」

「なら、しっかりと洗ってあげるよ」

　泰成の手のひらで泡立てられたボディソープで身体を洗われる。まるでマッサージをされているような心地よさと卑猥な感覚に襲われ、身体がおかしくなりそうだった。

　昨夜の記憶が鮮明に残っている肢体が、追いつめられるかのように甘美な愉悦に包まれていく。

「やぁ……、そんなにしないで」

「身体を洗っているだけなのに、乃々果はいやらしい子だな」

「ちがっ……」

　たっぷりの泡で丁寧に胸を刺激されて喘ぎの声を漏らす。そこで淫猥な指が下腹部に到着し、蜜芯をなぞられた。

　くちゅりとしたはしたない音が響き渡り、ぐったりとした身体は、いつの間にか泰成に抱きかかえられていた。

「あっ……」

　お尻に堅くなった切っ先があたり、乃々果は小さな悲鳴をあげて腰を揺さぶられる。より淫靡な状況に耐えられず、身体を戦かせる。

「俺のが当たって、反応したのか？」

「わかん……なっ」

「わからないじゃないだろう」

　指先が秘花をじらすように擦り、花洞に卑猥な指を差し込まれる。法悦に染まった身体はすでに言うことを聞いてくれず、泰成に誘われるまま溺れていく。

　互いの身体を纏った泡のせいで密着度が増し、乃々果の身体がせつないほど身悶える。

「タイルに手をつけて、かわいい尻を突き出してごらん」

「えっ……？」

「ちゃんとできたら、ご褒美に乃々果のほしいものをあげる」

　色気に満ちあふれた声に抗えずに、抱かれていた身体を離される。やっと自由になれても全身がせつない疼きに囚われ、泰成に誘われるまま壁に手をつけていた。

　視界から消えた泰成がなにをしているのかわからないが、かすかに避妊具のパッケージを破く音が聞こえてくる。

　あまりにもはしたないことをしていると自覚させられた瞬間、疼いたままの蜜芯に肉茎を押し当てられた。

「このまま抱いてもいいよな？」

「えっ……？　このまま、ですか？」

「避妊具をつけたから、問題はないよ」

　いままではベッドでの経験しかなかった乃々果は大いにとまどいながらも、花筒に入ってくる熱杭の侵入をあっけなく飲み込む。泡のせいで滑りがよくなった隘路を穿たれていく。

　立ったままでするなんて、はしたないにも程がある。それなのに気持ちよさに肢体がつつまれていた。

「ふぁ……、壊れちゃ……」

「壊れてもいいから、もっと俺を感じてくれないか」

　腰を抱いていた手が胸のふくらみへと伸ばされ、揉みしだかれる。その刺激だけでも身体を翻弄するのに、熱杭に擦られた媚肉が収縮を繰り返しながら最奥をめがけて突き上げられた。

　浴室の熱気で汗が滴り落ち、泡と混じり合う中で淫猥な快感が押し寄せる。乃々果はすでに声を抑えきれなくなり、甘く淫らに啼くことしかできない。

「ベッドでするより気持ちいいのか？」

「ちがっ……ふぁ……」

　顔を横に振って否定しようとしてもはしたない嬌声にしかならず、乃々果は困惑する。敏感になっている身体はもはや感じることしかできずに、狭い蜜路を抽挿する怒張を受け止めた。

　秘裂をなぞる熱に蹂躙され、乃々果の身体が痙攣する。

「いっ、イっちゃ……」

「乃々果のナカがよすぎて、俺も持たない」

「あっ……やぁ……」

　旋律を刻みながら最奥を打ちつけてくる剛直に蹂躙され、意識が真っ白になる。もはや壁に手をつけているのが精一杯なのに、泰成の激しい腰づかいに翻弄されていた。

　微弱な電流が体内に流れ込むと、同時に白濁液が注がれる。泰成の腕の中で絶頂に達し、意識が遠のきかけていた。




　その後、身体を洗ってもらってから湯船に浸かり、乃々果は泰成の膝の上に乗せられていた。意識が朦朧としていたこともあり恥ずかしさが薄れていたが、その反動がいまになってやって来る。

「泰成さん、これ……恥ずかしいです」

「そんなに恥ずかしがることもないだろう」

「でも……」

　お風呂の中で後ろから抱きしめられ、身動きすらできずに恥ずかしくなる。なのに泰成は頬にくちづけをされて、甘やかされてしまう。

「乃々果と風呂に入るのもいいな。君がいるだけで癒される」

「泰成さん……？」

「今度は温泉旅館に行くのもいいな。ふたりでゆっくりしよう」

「はい」

　さっきまでとは違いゆったりとした時間が流れ、その優しい腕に愛おしさを感じていた。こうしていると好きの気持ちがとめどなくあふれてくる。

　けれどこうしていることが本当に泰成の幸せなのか。そう悩んでしまうが、このぬくもりに包まれただけで離れたくないと泣いてしまいそうだった。

「どうした？　乃々果」

「こんなに甘やかされて、いいのでしょうか」

「あたりまえだろう。俺が乃々果を甘やかしたいんだ」

「でも、私には泰成さんのためにできることなんてないから」

　これ以上甘やかされたら、きっと泰成から離れられなくなる。乃々果は意を決してそう口にする。

　いまはそばにいられたとしても、いつかは離れなくてはいけない。それは覚悟しないといけない関係だ。

　どんなに幸せだとしても、それを忘れてはいけないと心の中で嗜める。

「まだそんなことを言っているなら、もっと身体に言い聞かせないといけないな」

「ちがっ！」

「君がそばにいるだけで俺がどんなに幸せなのか、乃々果はわかっていない」

　耳元でささやかれたつぶやきに胸がドキリと跳ね、心臓が震えるほど幸せな気持ちになる。だからこそ甘やかされるだけの自分が嫌だし、泰成のためになにができるのかを考えてしまう。

　そんなことを考えながらも、結局は泰成にかわいがられて蕩かされていくことしかできなかった。







　数日後、地元に戻ってきた乃々果は、これまで以上に忙しい日々を送っていた。店の仕事はもちろんのこと、ホテル暮らしをしている泰成とは毎日のように会っているためだ。

　彼はいまのところ都会へ戻る気配もない。だからこそ穏やかな時間が忘れさせてくれた。

　──一時的でしかないのはわかってるし、こうしていてもなにも解決しない。それを知っていても、彼の腕から離れられなかった。

　そんな心境のまま昼の営業で店に出勤し、いつもと変わらない光景にほっとしつつ接客をしていた。

「いらっしゃいませ！」

「おおっ！　乃々ちゃん」

「漁港でも乃々ちゃんが綺麗になったって、噂で持ちきりだよ」

　店内に入ってきた常連客である若い漁師たちからそんなことを言われ、乃々果は顔が熱く火照り出す。自分では見た目が変わったようには思わなかった。

　都会でのことは誰にも言わないと決めたのは、彼との関係を責められたくなかったからだ。

「俺、あと十年若かったら乃々ちゃんを嫁にしたのに」

「なにバカなことを言ってるんだ。かみさんに言いつけるぞ」

「そうですよ。あんな素敵な奥様がいるのに……」

　和気藹々とした会話をしながらも注文を受けていると、店内に繁夫が顔を出す。

「いらっしゃいませ、繁さん」

「今日は久しぶりに食べに来たけど、繁盛しているな」

「ありがとうございます。お席にご案内しますので、少しお待ちください」

「待ってるよ」

　昼のピークが過ぎているため、靖子はすでに厨房にいる。少し慌ただしいが、久しぶりに繁夫の顔が見られたことがうれしかった。

　先客の対応を終えてから、繁夫が座っている席へと急ぐ。久しぶりに顔を見たせいか、少しだけほっとしてしまう。

　どうしてなのかわからないけれど、出会った時から繁夫に対して安心感があった。

「お待たせしました。ご注文はお決まりでしょうか？」

「いや、大丈夫だから気にせんでいい。それと海鮮定食でお願いする」

「海鮮定食ですね。かしこまりました」

　繁夫からの注文を取り、笑顔で受け答えをする。だが、繁夫の表情が少し険しいものになっているのが気になった。

「乃々ちゃんは元気がないようだけど、なにがあったんじゃ」

「えっ……？　なにもないですよ」

「つらそうな顔をして、なにもないはないだろう」

　繁夫の言葉に驚いて顔をあげると、彼はいつものように紳士的に微笑む。その表情に寂しさが含まれているように思えてならない。

　けれどほかの誰にも気づかれていなかったのに、どうして繁夫は乃々果の気持ちを悟っているのか不思議でしかたなかった。

「心配をおかけして申し訳ありません。でも、大丈夫ですから」

「ひとりで抱え込まないで、なにかあれば儂に言ってほしい」

「はい！　ありがとうございます」

　頷きながら返事をするものの、本当に言えるわけでもない。だが、自分を思いやってくれる繁夫の気持ちが、いまの乃々果にはありがたかった。

　だからこそ繁夫にだけは真実を話すわけにはいかない。そんな思いが頭を駆け巡る。

　そんな状況で注文を受けて厨房へ行き、靖子に伝えた。

「今日は繁さんがお昼に来たんだね」

「うん、久しぶりに顔が見られたからうれしくて」

「乃々果が東京に行ってた時もお店に来てくれたんだけど、かなり心配してたみたいだよ」

「そうだったんだ……」

　なぜ、そこまで心配してくれるのかわからない。だが、いつも見守ってもらっているようでありがたいと思う。

「あっ、お客さんが帰ったら休憩に入っていいよ」

「うん、わかった」

　思案している様子の靖子に小さく頷いてから、再び店内でテーブルを拭きはじめる。そこで窓の外を見ていた繁夫にちらりと視線を向けた。

　どこか翳りがあるように見えるのは、乃々果の思い過ごしだろうか。そんなことを考えていると厨房から呼ばれ、次々と注文の品をテーブルに運ぶ。

　時々、繁夫が食事をしている様子を見ながら、乃々果は小さくため息をついた。




　しばらくすると客たちが帰っていき、最後の繁夫が会計を済ませたところで泰成が店にやって来る。この地域で暮らすようになってから、彼がこの時間に顔を出すことは頻繁にあるので驚かない。

　だが繁夫の様子を見た途端、泰成がとても驚いたような顔をしていた。

「この人が、乃々ちゃんの恋人かい？」

「あっ、はい……」

「お似合いの恋人だね。では、儂はそろそろ帰るとするかのう」

「ありがとうございます」

　泰成とは違い、繁夫の様子がいつも通りなので拍子抜けをする。が、それ以上なにも言わずに去っていく。

「あのご老人は乃々果の知り合いなのか？」

「あの人は繁さんって言って、近所でひとり暮らしをしてる人なんです」

「……他人の空似だよな。あの人は海外にいるはずだ」

　なにかを考えながらぽつりとつぶやいた泰成に、乃々果まで不安になってしまう。そもそも泰成は、繁夫が誰と似ていると思っているのだろうか。

　そのことが気になりながらも、繁夫の去っていく背中を見送ることしかできなかった。

「いつ頃から昼休みに入れるんだ」

「繁さんが最後のお客様だから、すぐに入れると思います」

「じゃあ、一緒にランチに行こう」

「はいっ」

　地元に戻ってから泰成とは時間が合えば毎日一緒にいる。靖子もそれを知っているので気を利かせてくれたのだろう。そのことをありがたく感じながら休憩に入り、泰成と合流する。

　車で店から少し離れた市街地に到着する。レンガ調のレトロな外観のカフェは街中でも目を引き、珈琲がおいしいと観光客からも評判だ。

　そんな店内でランチメニューを注文し、窓から道行く人の群れを眺めながら繁夫のことを考えていた。

「ご老人のことが気になっているのか？」

「はい。この地に繁さんが来るまでのことは、私も知りませんから」

「それじゃ、乃々果が知らなくても無理はないよな」

　さっきは緊迫した様子だったが乃々果の話を聞いたことで納得したらしく、泰成が優しい笑みを浮かべる。心配をさせてしまったのかと不安になったが、そんな泰成にほっとを一息ついてカフェオレを飲む。

　たっぷりのミルクと砂糖が入った珈琲は、小学生の頃から祖父に連れられてよく飲んでいる好物だ。亡くなった父もこの味が好きだったと聞いている。

「それはそうと……。向こうで動きがあったと、秘書から連絡があった」

「え？」

「どうやら探偵を使って、この地を探し出したようだ」

「…………」

　泰成の話が信じられずに緊迫感が高まる。考えないようにしていただけで、その可能性は十分にあっただろう。

「なにかあれば、すぐに俺に言ってほしい」

「わかりました……」

「俺が守ってあげるから、そんなに心配しないでくれ」

　本当はもっと強い女になりたいと切に思う。だが、泰成の優しさに甘えてしまいたい自分がいて、ふたつの感情に揺れ動きながら頷く。

　言葉を濁してはいるものの、探偵を雇ったのが七緒であると読み取れたのは、同じ男性に恋をしているからだ。だからこそ守られているだけの自分ではいたくなかった。

「私なら大丈夫ですから、泰成さんこそ心配しないでください」

「乃々果……。君って人は」

「私、なにかいけないことでもしちゃいましたか？」

　そうは言うものの困ったように微笑む泰成の表情に不安を覚え、乃々果は咄嗟にうつむくしかことできなかった。きっと彼の求めている答えではなかったのだろう。

　気を抜いたら落ち込んでしまいそうだった。

「君はますます俺好みの女性になっていくな」

「えっ……？」

「だからこそ乃々果を守りたくなるんだ」

　思いもしなかった泰成の言葉をに驚いて顔を上げる。そこでうれしそうな笑みをこぼしている彼に気づいた。

（もしかして、泰成さんが求めていた答えってこれでいいの？）

　それが定かなのかはわからない。そこでウエイトレスが料理を運んできたので、会話が途切れた。

　少しは泰成と釣り合う女性になれているのだろうか。ふと、そんなことを考える。

「冷めないうちに食べようか」

「はい」

　泰成に促されて、運ばれてきたミートスパゲティとサラダのランチメニューを食べはじめる。鼻腔がくすぐられてフォークを口の中に入れると、どこか懐かしい味が広がっていく。

　こうしているだけでも幸せに思え、ふたりだけの時間を大切にしたいと切に願う。いまはそれしかできないけれど、泰成のそばにいられるだけでうれしい。

　そこでウエイトレスがピザを片手に歩く姿が、目に入った。

「ここのお店はピザもおいしいんですよ」

「なら、今度はピザを注文するか」

「はいっ！」

　なにげない会話が嬉しくて、どんなことも聞き逃さないようにと耳を傾ける。それがいまの乃々果にとっての幸せだった。




　翌日──。午前中からお店の開店準備をしていると、一台の見慣れない高級車が店の前に停まる。どこかから旅行に来たのだろうかと不思議に思っていると、運転手が後部座席のドアを開けた。

「ごきげんよう、乃々果さん」

　綺麗に微笑んでいる彼女を見た途端、乃々果はどうして彼女がここにいるのか理解できなかった。

「七緒さん……？」

　泰成に会いにくるならともかく、どうして彼女が乃々果に会いにくるのだろう。そんな疑問が頭をよぎるが、しっかり彼女を見る。

「単刀直入に言います。泰成様と別れてください。もうすぐ大叔父様がお帰りになります。それまでにけじめをつけたいのです」

　うっすらと涙を浮かべて訴えてくる七緒に、胸が苦しくてたまらなくなる。

「それにあなたのような一般女性は、泰成様にはふさわしくありませんわ」

「えっ……？」

「大叔父様ほどの人が認めた上にあの美貌ですわよ。これを逃す手はありません」

　彼女の言葉にはじめこそ胸を痛めた。けれど、うっとりとしながら泰成のことを語っている七緒に違和感を持つ。

　美しい男性だから自分にふさわしい人間だというのは、なにかが違う。そう思うのは自分が恋愛を知らなすぎるのだろうか。

　乃々果は七緒の考えがどうしても理解できなかった。







第五章　あなたのためにできること








「まっ、待ってくださいっ！」

「待てと言われて待つ人間なんか、どこにもいません」

「ですが、私ひとりで決められません」

　せめて話を聞いてほしくて懇願するものの、七緒は乃々果の話を聞こうとしない。そもそも、自分ひとりで決められる話でもないだろう。

　しかし、七緒はそんな乃々果の困惑に気づかず、強引に話を進めていく。どうしたら聞いてくれるのだろうかと思案しても、なにも思いつかなかった。

「それでも、あなたにお願いするしか、私にはできないもの」

「えっ……？」

「泰成様と向き合えたことなんて、いままでなかったから」

　ふと寂しそうにつぶやいた彼女の様子に混乱した。七緒があんなことを言ったのは理由があるからだろう。そんなことを考えるものの、理解ができずに苦しくてたまらなかった。

「あんな美しい男性だからこそ、あなただって好きになったんでしょ？」

「私は……、それだけで泰成さんを好きになったわけではありません」

「でも、はじめのきっかけは泰成様の美貌ではなくて？」

　鋭い指摘に言葉が詰まった。たしかにきっかけは初めて出会った海辺で一目惚れをしたからだ。それは七緒の言うとおりなのかもしれない。

　けれど店で再会してから泰成のことが一層気になっていたのも事実だし、彼は恋をする時間を乃々果にくれた。ふたりで重ねてきた日々があるから、いまの自分がいると思いたい。

「なにも言い返せないようね。なら、私があなたから泰成様と別れたいって思わせてあげるわ」

「なっ！」

「あの人の妻になるのはこの私よ。あなたでは泰成様には釣り合わないわ」

　冷たい視線を投げつけた七緒は言いたいことを粗方言い終えたのか、それ以上なにも言わずに去っていく。東京で会った時もそうだったが、いまはあの時以上の焦燥感に襲われる。

　ぶるりと身体が恐怖に戦く──。けれど彼女の本心に気づいたとしても、自分の気持ちをなかったことにできない。

　いくら泰成のことを深く知らずに恋をしたと言っても、それは言い訳にしかならない。それがわかりきっているからこそ、乃々果はどうすればいいかと思い悩む。

　だが、簡単に答えを出せるはずもなく、店に戻るしかなかった。そこで心配そうな靖子と目が合う。

「さっきの車、乃々果の知り合いなの？」

「うん、ちょっと知ってる人だよ」

「そう。なにか揉めてるみたいだったから、心配になって」

「大丈夫だから気にしないで」

　大丈夫と言ったところで、七緒との話を聞かれていたら心配になって当然だろう。それがわかっていても詳しいことは言えるはずがない。

　不誠実なことをしているのはわかっているし、非難されてもしかたがない。けれど泰成だけは守りたかった。

　自分のことより大切だと思う人だと、改めて痛感させられる。

「それならいいけど、ひとりで抱え込んじゃだめよ。乃々果」

「ありがとう」

「私はなにがあっても乃々果の味方だから」

　乃々果の気持ちを察してくれたのか、靖子はそれ以上なにも言わずに肩を叩いて仕事に戻る。その背中に胸を撫で下ろしながらも、その優しさに感謝をした。

　同時に泰成のことを思えば思うほど、胸の痛みが増していく。そのことが気がかりだった。







　七緒が店に現れてから数週間が過ぎたが、特になにごともなく普段通りの日々を過ごしていた。七緒の件は泰成には話さず、自分の心のうちに秘めている。

　ここのところ泰成が仕事で忙しかったので、ふたりでゆっくりできる時間がなかった。だが、やっと仕事が落ち着いたのか昨日泰成から電話で『デートをしないか』と誘われた。

　車に乗せられ、少し離れた海浜公園に向かっていると教えられる。わずかな時間でも彼と過ごせる時間ができてうれしかった。

「久しぶりに、乃々果とゆっくりできるな。ここのところ仕事が立て込んでるんだ」

「忙しいのにデートなんかして……。ホテルで休んだほうがよかったんじゃないですか？」

「君を抱くことになるけど、そのほうがよかったのか」

「ちっ、違いますっ」

　少しでも身体を休めてほしくて言ったはずなのに、違う意味に受け取られてしまい慌てふためく。そんな乃々果の耳にくすくすと笑い声が響き、顔が上げられなくなる。

「そんな顔を真っ赤にして、乃々果はかわいいよな」

「か、からかわないでくださいっ」

「本心からそう思っているんだ」

「泰成さんは、ずるいです」

　ちょっと拗ねたふりをしているが、本当は泰成が笑ってくれることが嬉しい。そう思えるのは彼と出会って、本当の恋を知ったからだろう。

　泰成が幸せでいられるならどんなことだってできる気がする。そんなことを考えていた。

「それより、なにがあったんだ？」

「えっ!?」

「俺が気づいていないと思っていたか？」

　会える時間は少なかったし、特に聞かれもしなかったので気づいていないと思っていた。しかし泰成の声は先ほどまでと違い、真剣なものだった。

　けれど……。

「そうじゃなくて、私は大丈夫だから心配しないでください」

「だったらいいが、最近の乃々果が寂しそうにしてたから気になってた」

「それは、泰成さんに会えなかったから……」

　嘘を言っているわけではないが、七緒のことを話せないだけで心苦しくてしかたがない。

（泰成さんなら真剣に聞いてくれるけれど、告げ口みたいなことはしたくない）

　大切にしたい恋だからこそ、卑怯なことはしたくなかった。なによりも自分が七緒の立場なら、彼に知られたくないと思ったからだった。

「そんなことばかり言ってると、どうなっても知らないからな」

「たっ、泰成さん？」

「なんて、冗談だ。せっかくのデートだしな」

　いたずらな少年のように、笑いながら頭を撫でられる。からかわれたというのに、なぜか心が穏やかになっていくのが感じられ、愛おしさが募っていく。

　けれど素直に気持ちを伝えられず、海岸線を走る車の中から景色を見ていた。

「乃々果、なにかあったら俺に言えよ？」

「え？」

「俺は誰を敵に回してもかまわない。だけど、君にだけはつらい思いをさせたくないんだ」

　泰成の優しさが伝わってくると同時に、言えないことが苦しくてたまらない。けれど本当のことを打ち明けたら、どんな反応をされるのかが怖かった。




　そんな中で車が市街地を抜けてリゾート地区に到着すると、近くのパーキングに車を停める。太陽の光がキラキラと輝いている海は、地元の海に似てとても穏やかだ。

　そこで手を握られて驚いて顔を上げると、優しく微笑んでいる泰成に気づく。

「乃々果。君から笑顔が消えたら、俺がつらくなるだけなんだ」

「えっ……？」

「君を守りたいから、俺に隠し事はしないでほしい」

　思いもしなかった言葉に乃々果はとまどいを隠せず、手のひらの熱さだけが伝わってくる。誰がなんて言おうと泰成は優しい人だ。こんな素敵な男性だからモテるのも当然だ。

「泰成さん……」

「なによりも乃々果が大切だから、それだけは忘れないでくれ」

「はい……」

　いまだに七緒のことを話せずにいるが、心配をかけないように返事をして微笑む。そのことが泰成を安心させたらしく、それ以上なにも言わずに歩みを進めていく。

　好きな人に愛されることがとても幸せだと教えてもらった。だからこそ乃々果は、泰成のために、自分にできることをしていけたらいいと思った。

「このあたりは若者たちで賑わってるんだな」

「サーフィンする人が多いし、観光地としても有名ですよね」

「だからこそここに来たかったのもあるんだ」

「そうだったんですね」

　仕事の関係もあってここに連れてきてくれたのだろうが、それでも乃々果にとっては純粋にうれしい。それどころか少しでも泰成の仕事の役に立てたと思うと少しだけ誇らしく思えた。

「どこかの店に入るか？　女性服の店も充実しているぞ」

「いえ、このまま歩いていたいです」

「俺が買ってあげるし、なんなら選ぶのもいい」

「そっ、そんな！　大丈夫ですからっ」

　あまりにもさらりとそんなことを言われ、乃々果は驚きながらも丁重にお断りをする。そんなことをしてほしくて一緒にいるわけではないと思いたかった。

　対等な存在にはなれなくても、そばにいられるだけでいい。そう思うのはわがままだろうか。

「俺がしてあげたいだけだから、そんなにむきになるなよ」

「でも……」

「恋人を甘やかすのが男なんだ。そのぐらい許して」

（泰成さんが謝ることはないのに……」

　泰成の思いやりだと知っていても、それを言わせてしまう自分が歯がゆくてしかたがなかった。

「そんなっ、謝らないといけないのは私のほうです」

「乃々果は悪いことなんてしていないだろう。なんで謝るんだ？」

「それは……」

　質問されているのに言葉を言い淀み、このタイミングで素直に打ち明けてしまおうかと思い悩む。しかし、泰成はそれ以上なにも言わず、打ち明けるタイミングを逃したままだった。




　無言のまま手をつないで歩き、いつの間にか海浜公園に到着する。

「乃々果、ここから見る海もいい眺めだろう」

「えっ……？」

「君をここに連れて来たかったんだ」

　思いもしなかった泰成の言葉に驚いて顔を上げると、そこには優しく微笑んでいる彼がいた。

（怒っていないの……？）

　さっきのやりとりで気分を害してしまったのかと、不安だった。しかし、そこにいるのは乃々果が知っている泰成だ。

「私もこの場所に来れてうれしかったです」

「やっと笑顔を見せてくれたな」

「えっ……？」

「ずっと心配だったんだ。だから言い過ぎたな……。ごめんな」

　予想外の言葉に驚きながらも、泰成がどうしてあんなことを言ったのかを理解する。

「心配をかけてごめんなさい。でも、大丈夫だから」

「大事な恋人を心配するのは、当然だろう」

　先ほどまで素直に気持ちを受け止められなかった。なのに、いまは泰成の気持ちが手に取るように伝わってくる。

　ちょっとした会話でこんなにも気持ちが楽になるのは、泰成が自分のことを真剣に思っていてくれるからだろう。

　落ち込んだりほんの少しのことで元気になったり──。それが恋というものかもしれない。

「今度こそ、休みが取れたらゆっくり過ごそう」

「えっ……？」

「俺も乃々果に心配をされてるし、ふたりでのんびりするのもいいだろう」

「はいっ！」

　乃々果がそうだったように、泰成もまた自分の言いたいこと理解してくれていた。そのことが純粋にうれしくて、幸せなことだと思えてくる。

　そのせいか素直になっていく自分を感じ、落ち込んでいた気持ちが消えていく。

「それと、近いうちに総帥が日本に戻ることになった」

「えっ……？」

「その時は乃々果も一緒に東京について来てほしい」

「わっ、私ですか!?」

　あまりにも突然すぎる話に茫然とし、乃々果はどうしていいのかすらもわからない。以前にも都会へ連れて行かれたが、その時とは違った意味があるような気がした。

　しかも総帥がどんな人物なのか想像もつかない。そもそも自分がその場にいてもいいのだろうか。

「その時、七緒とは正式に婚約破棄をする」

「泰成さん……」

「いつまでも中途半端にしておける問題じゃないからな」

　そう宣言してくる彼の目がとても真剣で、本気で決着をつけようとしているのがわかる。その気持ちはわかるのだけど、七緒がそれを素直に認めるとは思えない。

　そんな状況で泰成の思い通りに事が進むのだろうか。心の中で考えるものの、絶望的な未来しか見えなかった。

「でも、七緒さんや関係者の方はそれを許してくれるでしょうか？」

「許されることじゃないのははじめからわかっている。それでも俺は、この先の未来を乃々果と歩きたい」

「そんなこと……」

「責められるのは乃々果じゃない。君以外を愛せない俺なんだ」

　はっきりと告げられた泰成の言葉がこんなにも嬉しくて、自分も素直な気持ちを言わなければならないと思う。なのにいまだにぐるぐると悩んでいるだけの自分に、うまく伝えられるのか自信がなかった。

　どうしてこんなにも臆病になっているのだろうと思う。その一方で泰成のまっすぐな想いが眩しくて、胸が熱くなる。

　この人だからこんなにも好きになれたと改めて感じながら、ふたりきりの時間を過ごした。




　その後水族館に行ったり、ショッピングをしてデートを楽しむ。一日中デートをするとは思わなかったが、それでもふたりで過ごせる時間はかけがえのないものだった。

「こうやって一日中デートをするのも、いいものだな」

「そうですね。泰成さんと一緒だから楽しいです」

「本当に……。君は俺を夢中にさせる天才だ」

　泰成がつぶやいた声が聞こえず首を傾げた瞬間、腕の中に抱き寄せられてキスをされる。誰に見られるかわからない場所でのくちづけに、鼓動が高鳴ってしまう。

　──しかし幸せだと思った瞬間はそこまでだった。

「人の婚約者となにをしているの、この泥棒猫！　私の忠告も無視して！」

「七緒さん……」

「あなたみたいな庶民なんかが、財閥の後継者である泰成様を幸せにできるはずがないじゃない！」

　すべてを引き裂くような七緒の声が静かな夜空に響き、悲しくこだまする。いまの状況が乃々果を責め立てているようだった。

「乃々果を責めないでくれ。悪いのは俺だけなんだ」

「泰成様はいつだってそういうじゃない。なぜ、私じゃだめなんですか？」

「七緒だけじゃない。乃々果以外を受け付けられないんだ」

　泰成が庇えば庇うほど、七緒の怒りが激しくなるのは当然だろう。そう思っていても胸が痛くてたまらなくなる。

　けれどいけないことをしているのは自分のほうなので、泰成にかばってもらう資格はない。

（なによりも、私じゃ泰成さんを幸せにできない……）

　そのことを強く実感し、乃々果は繋がれた手を離さないといけないと思う。

「泰成さん、ごめんなさい……」

「乃々果！」

「ごめんなさい……」

　これ以上泰成のそばにいたらきっと収拾がつかない。だからこそ、自分から離れる以外の方法はないのだろう。

　──せめて泰成さんの前では泣かないから……。

　そう決めて笑顔を見せたと同時に、踵を返してその場から立ち去る。視界から泰成の姿が消え、涙がぽろぽろと頬にこぼれ落ちた。

（ごめんなさい……）

　七緒から泰成を幸せにできないと言われた瞬間、張りつめていた糸がぷつりと切れ、逃げ出すことしかできなかった。




　いったいどこを通って海辺にたどり着いたのだろう。気がつくと冷たい雨がぽつぽつと降り出していた。

（これでよかったんだ……）

　自分と出会ったことで泰成の幸せに亀裂が入るのであれば、自分から身を引くしかない。どうしてそんな簡単な答えに気づかなかったのだろう。

　いまとなれば後悔しかなく、乃々果は雨の中で立ち尽くすしかできなかった。

「乃々ちゃん！　なんでこんなところにいるんだ？」

「……繁さん、どうして」

「どうしたもこうしたもないだろう。なにがあったんだ」

「私には、泰成さんを幸せにする力もなにもありませんから……」

　朦朧とした意識の中で、乃々果はひたすら泰成の幸せだけを願う。いまの乃々果には、彼への胸に秘めることしかできなかった。
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「乃々果っ！」

　去っていく背中に呼びかけ、追いかけようとした。しかし、七緒が腕にしがみついたせいで、乃々果を追いかけることが叶わなかった。

「……行かないで。お願い」

「俺は七緒さんとは結婚できない」

「そんなの身勝手すぎます」

「そうだな。俺の身勝手のせいで、乃々果を傷つけた」

　突き放すような言い方をしながら、やんわりと七緒の手を振りほどく。彼女が乃々果を傷つけたのは明らかだが、七緒を刺激したくなかった。

「泰成様……」

「もうすぐ総帥も帰ってくる。その時に婚約破棄をする」

「私は納得できません」

「あなただって夫に愛されない妻になんて、なりたくないでしょう」

　彼女の顔が泣き出してしまいそうに歪んでいる。けれど泰成には乃々果の悲しげな顔が脳裏に浮かび、一刻でも早く探し出したかった。

　その思いに突き動かされた泰成は、冷たい雨が降るなかで七緒を慰めることもできずに踵を返す。この行動が、今後自分にどういった影響を与えるのかもわからない。

　ただ自分の幸せのために、身を引こうとしていた乃々果を離したくはなかった。




　七緒を残してその場から立ち去り、すぐ近くで乃々果を見つけた。だが、彼女はひとりではなく老人の腕に抱きかかえられていた。

　ある人物にとてもよく似た──いや、間違いなくその人だろう。しかし、乃々果を抱えて目を細めている姿は、想像もできないほど優しさに満ちあふれていた。

「……どうしてあなたが？」

「乃々果に事情を話すまでは、なにも話せない。ただ、どうやら決着をつける時期なんだろう」

「はい」

「いまはなにも言わずに。乃々果をあの場所に連れてきてくれないか？」

　どういった意味なのかを知っている泰成は『はい』とだけ返事をする。

「もう大丈夫じゃ、乃々果。この男ならおまえを幸せにできるだろう」

　老人が優しい瞳をして、眠っている乃々果に語りかける。まるで孫娘を慈しむ祖父のようだった。

「おまえが乃々果を一生幸せにする自信があるなら、明日、東京に乃々果を連れてきてほしい」

「そのつもりで連れていこうと考えてました」

「……今夜は乃々果を預けるから、ふたりできちんと話し合いなさい」

「はい。承知いたしました」

　老人からいまだに眠っている乃々果を受け渡され、腕の中で眠っている彼女を抱きしめる。その悲しげな表情から、いままでも七緒に傷つけられていたのだと悟った。

（なにがあったか話してくれなんて、心優しい君が言えるわけがなかったな）

　乃々果の性格から、自分ばかりを責めていたのだろう。それがいまになってわかり、余計に愛しさが増すばかりだった。
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（……私、いまどこにいるの？）

　気がつくと見慣れない天井が目に飛び込んできた。乃々果は、ぼんやりとした意識のなかで思案する。意識を失う前の記憶がほぼないに等しかった。

　そんな状況で辺りを見渡してその人を見たと同時に、はっきりと記憶を思い出す。

「大丈夫か、乃々果……」

「ど、どうして？」

「どうしてって、乃々果を放っておけないからだろう」

　自分勝手に別れを告げたにもかかわらず、優しく頬を撫でる泰成の手のひらに安心する。だけど乃々果には彼を幸せにできる力がない。

「私には泰成さんを幸せにできる後ろ盾がありません。だから……」

「そんなのはじめからいらない。けれどそれが逃げ出した理由なら、明日東京についてきてくれ」

「だめです！　七緒さんがそれを許すはずがありません」

　これ以上泰成と一緒にいることを、七緒は許してくれないだろう。それがわかっているから、なおさらついて行くことができない。

　そう思っているのに抱きしめられた途端、涙がぽろぽろとこぼれ落ちた。

「乃々果がそばにいることが俺の幸せなんだ。ほかになにもいらない」

「泰成さん……」

「あと一日だけでもいい。俺に時間をくれないか？」

　あと一日でなにかを変えられるはずがない。それはわかっているのに強く抱きしめられた瞬間、なにかを変えられるかもしれないと思う。

　それでも甘えてはいけないのに、泰成の腕を振りほどけなかった。

「明日だけは、俺にすべてを預けてくれ」

「ですが、七緒さんが……」

「七緒になにを言われたかは知らない。だけど俺は乃々果を離さない」

　泰成が言い放った言葉に驚いて顔を上げると、優しい瞳をした彼が唇にキスを落とす。なにひとつ変わらないキスに蕩かされ、極上の愛情が与えられる。はじめから逃れる術なんてあるはずがなかった。

「今日はゆっくり休んで、いい子にしていてほしい」

「でも、私には泰成さんを幸せにできる力もありません」

「乃々果は隣にいるだけでいい。それ以外の方法で、俺が幸せになれるはずがない」

「それは私のほうです。泰成さんのそばにいないと幸せになんかなれません」

　涙と共に隠さなければいけない想いがこぼれ落ち、乃々果はもう嘘がつけなかった。本当はこうなる前に離れないといけないとわかっていたから、さよならを言うしかできないでいた。

「大丈夫だ、乃々果。君が俺から離れることもない」

「えっ……？」

「魔法使いはすぐそばにいるから、姫はずっと王子の腕の中にいられるんだ」

　泰成が言い放った言葉の意味がわからず首を傾げる。そこで、もう一度キスをされてわずかな強がりさえも消えていく。

「だから、あとは俺を信じていればいい」

「でも……」

「いまはすべてを忘れて、俺の腕の中で眠ってくれ」

「はい……」

　本当はいけないことだってわかっている。けれど泰成を振りほどく勇気があるはずもない。

　だからいまは彼のいうことだけを聞いていたほうがいいのだろう。そう思った乃々果は素直になって腕の中に包まれる。

　けれど明日のことを考えると不安でたまらず、しがみつくことしかできなかった。







　翌日──。泰成に連れられて東京に来た乃々果は、大城財閥の本家に来ていた。予想通りに七緒の姿もあったが、泰成が片時も離さなかったのでなにもなかった。

　すでに大勢の人が集まっている大広間では、総帥と呼ばれている会長を皆が待っている。乃々果も緊張していたが、その人物が現れたと同時に、驚きしかなかった。

（繁さんがどうして……？　しかも、全然違う人みたい）

　いつもの繁夫からは想像できないオーラを纏っており、乃々果は状況が理解できなかった。

「よく帰ってきてくれたな、乃々果。まったく朱美はこんな忘れ形見を残しおって」

「どうして繁さんが、お母さんの名前を……？」

「朱美は……。おまえの父である遥人くんと駆け落ちした儂の一人娘なんだ」

　繁夫から語られる話に現実味がなく、周囲の動揺ぶりが伝わってくる。どうやら一族の中でも衝撃的な話だったらしい。

　なのに泰成だけはその話を知っていたかのようだった。

「つまり私のおじい様……ってこと、ですか？」

　恐る恐る頭に浮かんだことを聞いてみる。

　以前祖母に、母方の祖父母のことを聞いたことがある。その時に母は天涯孤独だったと教えてもらった。

　おそらくなにかの事情があってそうなったのだろう。しかし乃々果にとっては『繁さん』でしかなく、優しい人間であることがわかっていたからだった。







第六章　繋がれていた赤い糸








「まっ、待ってください！　大叔父様。いきなりそんなことを言われても、納得できません」

「朱美様のお子が現れたとしても、すべてを覆すなどありえません」

　いくら権力を持つ繁夫が、乃々果を孫娘だと言ったところでなにも変わらない。そのことを強く思わせるかのように七緒が叫び、父親がそれに続いて繁夫に食ってかかる。

　一族の人たちもその様子を見ながら、混乱を隠せない様子だった。そこで再び扉がひらき、着物に身を包んだ、美しい老婆が数名の人間を従えて颯爽と入ってくる。

「やっぱりあなたは、乃々果のもとへ行ってたのですね。話は聞いてましたが……」

「淑よし乃の、どうしておまえがここにいるんだ？」

「帰国したに決まっているじゃないですか」

　ばつの悪そうな顔をする繁夫ににこりと微笑んだ淑乃が、写真の中で父と幼い乃々果と笑っている母にそっくりだった。そこで彼女が祖母であると推測する。

「大城がアメリカにいると思わせていたのはこの私です。素直になれなかった父娘のために……。そして、私たちの大切な孫娘である乃々果のために……」

「奥様……」

「ここですべてを覆すなどあってはなりませんが、愚かな行為で娘を亡くした私たち夫婦のために、どうか泰成氏と七緒との婚約を白紙に戻していただけないでしょうか」

　繁夫と淑乃がアメリカにいると思わせていた理由はわからない。だけど自分のためではないのかと、乃々果はふと考える。

　それほどまでに自分が祖父母に愛されていたのは、きっと母も同じように両親から大切に育てられていたからだろう。

　そんな淑乃の気持ちを知り、これまで困惑したままだった周囲も少しずつ態度が変化していく。

「それに七緒。あなたには泰成でなくても、ほかに男性がいるでしょう」

「けっ、結婚前の遊びではありませんか」

「お黙りなさい。どう言い訳したところで、あなたに淑女としての嗜みが欠けているのは事実でしょう」

　ぴしゃりと淑乃に言い当てられた七緒は、懇願をするかのように周囲にすがりつこうとする。

「唯一の娘だと言われていたのですから、わがままになるのもしかたありません」

「大叔母様……」

「だからと言って、そのわがままがすべて通るわけでもないのです」

　なにかを言い返そうとした七緒をなだめるように、淑乃はその言葉を告げる。

「それにどこまで、乃々果を追いつめていただろう」

「私はそんなことはしていません」

「儂は乃々果の地元にいて、おまえの行動も見ている。もちろん昨日の一件も知っている」

「…………」

　総帥夫妻から責め立てられた七緒はもはや言い訳ができないらしく、それ以上の言葉も言えずにうつむいている。一族の中で唯一の娘だからこそ姫のように扱われ、わがままな性格になったのだろう。

　そんなことを考えながらも自分だって同じ環境で育っていたら、七緒のように育ったのかもしれない。そう思うと七緒を責められないと思うのは、自分だけだろうか。

「わかりました、総帥。七緒もそれでいいな」

「お父様っ！」

「おまえのわがままを許してきたが、今回ばかりはかばいきれん」

　頼みの綱だった父親からも突き放された七緒が、すがりつくような瞳で泰成を見る。しかしここへ来てからの彼は無言を貫き、彼女に関心を向けることはなかった。

　泰成がなにを考えているのかわからないが、たぶん彼の優しさなのかもしれない。そんなふうに思えるのは、泰成に愛されてきた証拠なのだろう。

「行くぞ、七緒」

「でも……」

「泰成くんが、総帥と奥様の孫娘であるお嬢様を選んだんだ。おまえに勝ち目はない」

「……わかりました」

　最後の望みをかけてなにかを言おうとした彼女の目には、うっすらと涙が滲んでいた。きっと悪い人ではないだろうし、なによりも強い女性だと思わずにいられない。

　七緒たちが部屋を出て行くと、周囲にいた一族の人間もなにも言わず去っていく。

「これでよかったのですか？　総帥」

「七緒との縁談は破棄にしたが、だからと言って、乃々果のことは……」

「いつまでそんなことを言ってるんですか。あなたは本当に素直じゃないんだから」

　この期に及んでそんなことを言い出した繁夫が、淑乃の一声で押し黙る。

「でも……。やっとかわいい孫と会えたのに、すぐにお嫁に行くのもせつないわね」

「おばあ様……。すみません、なんとお呼びすればいのかわからなくて」

「もちろん、そう呼んでもらえたらうれしいわ」

　にこりと微笑んだ淑乃にほっと胸を撫で下ろし、ようやく一息をつく。けれど、まだ繁夫を『おじい様』と呼んでないことが気がかりだった。

　ずっと育ててくれた祖父母もかけがえのない大切な家族だ。繁夫がずっと自分を見守っていてくれたのは事実だった。

「ありがとうございます。そしておじい様、ずっと私を見守ってくださりありがとうございます」

「乃々ちゃん……、いやこの場合は乃々果って呼ぶべきか」

「どちらでも。大切なおじい様には変わらないですから」

「朱美と遥人くんの仲を引き裂こうとした儂には、そんなふうに呼んでもらえる資格がない。ふたりを駆け落ちに追い込んだのだからな」

　大城財閥と家柄ばかりを気にして、娘の想いをなにひとつ理解しようとしなかった。その結果小さな乃々果を残して、交通事故で、この世を去った乃々果の両親に繁夫は償わずにいられなかった。

　そのため繁夫は妻である淑乃に大城をまかせ、自分は乃々果のそばにいたのだと言う。

（きっとお母さんだって、おじい様のことを許しているよね。そうでしょ？）

　胸の中で母に問いかけると同時に、繁夫を許そうと思えた。そこで乃々果は、隣にいる泰成と目を合わせた。

「お母さんはおじい様をとっくに許しているはずです。だから泰成さんとめぐり会えたと思うから」

「乃々果……」

「だから、もうご自分を責めないでください」

　両親のことはよく覚えていない。乃々果が繁夫と母の過去を知る由もないけれど、繁夫にいま自分の言葉でそれを伝えることが、乃々果にもできることだった。

　愛する泰成と心から結ばれる。──それ以上の贈りものなんてほかにはないから。

「後継者の話を正式にお受けいたします。総帥」

「泰成……」

「未来を乃々果と歩いていけるのなら、俺はどんな困難にも立ち向かえますから」

「……まるであの日の朱美と遥人くんを見ているようだな」

　どこか懐かしそうに目を細めている繁夫と、そんな夫をそばで見守る淑乃。そんなふたりを見ながら、母は両親の愛情を目いっぱい受けて育ってきたのだと思えた。

　そしていつか……乃々果と泰成との間に我が子ができるようなことがあれば、その愛情を子供に伝えていきたいと、乃々果は心の奥で父と母に誓った。







　大城の屋敷を後にし、泰成とふたりで乃々果の地元に戻ってきた。乃々果の気持ちを汲んで戻ってきたのだろう。

　あえて彼に理由は聞かなかった。が、ふたりが出会った海辺に車が停まった瞬間、その理由がなんとなくわかるような気がした。

「少し海辺を歩かないか」

「はい……」

　ここに来るまで言葉が少なめだった泰成からそう言われて、静かに頷く。泰成を幸せにできるかどうかはわからないが、両親と祖父母からもらった大切なものが胸の中にある。

　そんなことを考えながら、泰成と手をつないで浜辺を歩く。

「乃々果、これから君は大城財閥の孫娘として生きることになる。でも、その前に……」

　一旦言葉を止めた泰成が、スボンのポケットからベルベットの赤い箱を取り出す。キラキラとプラチナの指輪を手に取ると、乃々果の左手にはめてくれた。

「乃々果、俺と結婚してほしい。……君を愛してる」

「泰成さん……」

「乃々果の素性が明らかになれば周囲が騒ぐだろう。七緒の時もそうだった」

　泰成が言葉を選びながら、七緒と婚約した理由を話してくれる。それによると、繁夫から後継者に指名されたことで、七緒と結婚するようにと周囲から言われていたらしい。

　両家の深い結びつき──政略結婚の側面が大きかったのだと聞かされる。

「君と結婚したい。……乃々果を妻にしたいんだ」

　はっきりと言い放った泰成の言葉に涙がぽろりと頬にこぼれ、もう気持ちを隠さなくてもいいんだと初めて思う。出会った時からずっと好きだった。それは嘘偽りのない乃々果の本心だ。

「私を、泰成さんのお嫁さんにしてください。出会った時からあなたが好きでした」

「その言葉が聞きたかった。──もう、離さない」

「はいっ」

「愛している。俺のかわいい乃々果」

　頬を伝う涙を泰成の指先でそっと拭かれ、優しくくちづけをされる。ふたりの気持ちがひとつに重なっていく瞬間、乃々果はたしかに泰成に愛されていると感じていた。

　想いあうふたりの気持ちがずっとここにあったのに、独りよがりに逃げ出してしまった自分が情けない。泰成がここにいるからこの幸せを噛み締められるのだと実感し、泰成の腰に腕を回す。

「昨夜、乃々果を見つけたのは総帥なんだ」

「はい……。でもそのあとのことはよく覚えてなくて」

「あの時点では、乃々果が総帥の孫娘だってことは言わなかったけどな」

　種明かしをするように聞かされる泰成の話に驚きつつも、繁夫の優しさが伝わり、胸が温かくなる。だからこそ、この場所に愛する人といられることを実感できた。

「……いますぐ君がほしい」

　耳元で囁かれた甘い誘いに小さく頷き、瞳を閉じる。本当は乃々果だっていますぐに抱いてほしくてたまらないが、恥ずかしくて言えるはずがなかった。

「ここに乃々果がいると感じさせてくれ」

　色気に満ちあふれた声音に胸が大きく高鳴りながらも、何度もキスをする。この人の永遠にそばにいたいと強く心に刻み、すべてに感謝した。




　車を走らせてホテルに到着し、部屋でふたりきりになる。初めて抱かれた時は花火が見えていたが、いまは夜の海に浮かんだ灯台の光だけを映し出していた。

　あの時から何度時を重ねて、愛されてきたのだろうか。そんなことを考えながら、泰成の腕の中に包まれていた。

「七緒となにがあったんだ？　もう教えてくれてもいいだろう」

「えっ……？」

「七緒と接触があったってことは、だいたいわかってたんだ」

　思いもしなかった言葉に驚き、一瞬だけ考える。これでよかったのかと思案するが、もう哀しい嘘はつきたくなかった。

「実は、七緒さんがお店に来ました。泰成さんと別れてほしいと言われて……」

「やっぱりか……」

「私には泰成さんを幸せにする力がないと思ったから……」

「乃々果、それは違うだろう」

　泰成から言葉を止められてしまい顔を上げる、と額にくちづけが落とされた。

「俺を幸せにするのは金でも権力でも、ましてや七緒との政略結婚でもない。──乃々果がそばにいることだ」

「泰成さん……」

「君がいるなら、すべてを捨てることだってかまわないと思っていたんだ」

「それはいけません。泰成さんはおじい様に認められた人だから……」

「そんな乃々果だから、魔法使いの気持ちを変えたんだろう」

（魔法使いって、おじい様のことだったんだ……）

　そこでようやく泰成が言っていたことを理解すると、彼は優しい表情で微笑む。

『魔法使いはすぐそばにいるから、姫はずっと王子の腕の中にいられるんだ』

　まさしくその言葉通りに抱きしめられた瞬間、乃々果の耳に甘く淫らな声音が落ちてきた。

「そろそろベッドに行こうか？　俺のかわいい婚約者様」

「……っ！」

「婚約者を抱いて、なにが悪い？」

「悪く……ありませんが……？」

　婚約者──そう言われて、乃々果はいまだに実感が沸かない。ずっと七緒がその位置にいたし、泰成も彼女を抱こうとしていなかったはずだ。

　それなのにいま、乃々果を横抱きにした泰成に少しとまどってしまう。

「夫婦になったら、毎晩だぞ」

「へっ？」

「早く子供を作って、周りに一泡吹かせてもいいよな」

　いたずらを思いついた少年の顔で悪巧みを話す泰成に、それでもいいかと考えて笑いあう。いままでは考えもしなかった選択肢があるのだとぼんやり思案した。

　それと同時に甘い疼きが下腹部を襲い、瞳が潤んでしまう。

「どうした。そんな顔をして……」

「ちがっ……！」

「惚れた女に求められて悪い気はしないから、素直に俺を求めてくれ」

　身体の変化を知られてしまったようで、恥ずかしくてたまらない。なのに泰成はそんな乃々果をうれしそうに見つめてくる。

「それに俺も、いますぐ乃々果を抱きたい」

「泰成さん……」

「恥ずかしがることじゃない。もっと求め合って離れられなくなろう」

　寝室に到着したところでベッドに降ろされる。乃々果を離すことはなく泰成の膝の上に載せられた。その距離がちょっとだけせつないと感じられるのは、幸せすぎるからだろう。

　後ろから抱きしめられながら耳朶を食まれ、背中をのけぞらせる。すでに疼きはじめている身体は淫猥なささやきに反応し、彼の手がワンピース越しに身体をなぞった。

「やぁ……んっ……」

「まだ直接触ってないのにそんなかわいい声をだして、俺を煽っているのか」

「ちがっ……」

　耳元に響いた色気のある声を否定しようとしても嬌声に変わり、乃々果は困惑するしかない。なによりも泰成に恥ずかしい自分を知られたくないのに、全身が彼を求めてやまない。

　それを見透かしたように泰成の手が乳房を包み、揉みしだかれる。じらされるような動きに肢体が反応し、乃々果は無意識に逃げようと試みた。

「ほら、逃げても無駄だ。乃々果」

「ひゃっ！」

「君が挑発をしたんだ。責任をとって俺を求めてくれ」

　しっかりと腰を抱きかかえられて身動きが取れなくなったと同時に、ワンピースのファスナーを下ろされる。無防備になった背中にくちづけられ、ブラのホックまであっさりと外されてしまう。

「たっ、泰成さんっ！」

「求めてるのは乃々果だけじゃない。俺だって君がほしくてしかたがない」

「はい……」

「君と初めて出会ったあの日から、いつだって乃々果を夢中にさせたかった」

　乳房を掬うように下から持ち上げ、揉みしだかれる。乳頭をかすめてくる卑猥な指先に翻弄され、耳を軽く食まれた。

　まるで火が付いたように、身体にじわじわと甘美な愉悦が浸透し、はしたなく乱される。

「こっちを向いて、乃々果。君の望むことを正直に話してごらん」

「んっ……」

　泰成の甘い誘惑に逆らえず、言われるまま振り返ると、くちづけをされる。肉厚な舌が唇をなぞり、わずかな隙間から口腔に侵入した。

　じっくりと歯列をなぞられ、ゆっくりと舌を絡ませる淫らなキスに溺れながら、乃々果はもう、誰のことも考えずに泰成をひとりじめしていいんだと思えた。

「泰成さんをもっと感じさせてください。お願いだからっ……」

「やっと言えたな、乃々果。いい子だ」

　本当にこんなことを言ってよかったのだろうかと少し後悔をする。しかし乃々果の願いを叶えるかのように泰成が服を脱ぎ捨て、逞しい体躯を目の前に晒した。

「これで、本当の意味で乃々果を愛することができる」

「えっ……？」

「君には俺のせいでつらい思いばかりさせてきたから……」

　額にそっとくちづけながらつぶやいた泰成の言葉がせつなくて、頬に涙がこぼれるのもかまわず首を横に振る。つらい思いだけじゃなく、誰かを好きになる幸せを教えてくれたのは泰成だし、ずっと愛されているのだ。

「私はつらい思いもしたけど、泰成さんと出会えて恋をして……いまが幸せです」

「いまが、じゃない。乃々果はこれからもっと、俺が幸せにする」

「はい……。ずっとずっと、あなたのそばにいたいから」

「永遠に乃々果を離さないから、安心しろ」

　ふたりの思いがひとつに重なるようにくちづけをする。溺れるように抱き合いながらベッドに倒れ込み、未知の官能へと誘われるかのように、ショーツを脱がされていく。

「愛してる。乃々果」

　まっすぐに目を見てつぶやかれた言葉に静かに頷くと、何度目かのキスをされる。泰成の身体の感触がリアルに伝わり、すでに隆起した肉茎に腿が刺激された。

「あっ……！」

「どうした？」

「泰成さんの大きなものが、その……あたって」

「こんな綺麗な女に欲情しない男はいない。ただし、乃々果は俺だけを誘惑していればいい」

　わざと腰を動かしながら胸を揉みしだかれ、淫猥な舌で首をなぞられる。それが淫らな愉悦に変わり、いやらしい身体に作り替えられていく。

「色気のある美しい表情だな、乃々果。いやらしい女の顔だ」

「み……見ないでくださいっ」

「俺以外に見せることはないから安心していい」

　そう言われても、泰成にそんなはしたない顔をさらけ出すのは抵抗がある。なのに泰成の満足そうに微笑んだ顔に色気が満ちあふれ、それがひどく卑猥に思えてしまう。

　泰成だけに求められるなら、どんな自分も見せてあげたい。心からそう思えた瞬間、身体中にあふれた情欲が乃々果を目覚めさせる。

「そう、それでいいんだ。乃々果」

「私……」

「自分の心と身体に素直になって俺に愛されて。すべてを受け止めてあげるから」

　淫らな舌先が肌を滑らせ、胸の谷間を登り乳頭にたどり着く。ねっとりと舌で舐められた乳首から快感が生まれ、気持ちよさに身悶える。

　身も心も自分に素直になって最愛の人を受け止めたい。乃々果の中に秘められていた本能が引き出されていく。

「ふぁ……んっ……」

「気持ちいいのか？」

「はいっ……あっ……」

　絶妙な加減で捏ね回され、身体中が心地よい愉悦に包まれる。

　恥ずかしい気持ちはきっと消えることはないのかもしれない。けれど、泰成を感じていられるなら、怖がらないで快感に身を委ねることができる。

　その証拠に秘められた場所がぬかるみはじめ、せつないほど疼き出す。そこで泰成の指が下腹部をなぞり、くちゅりとはしたない水音を響かせた。

「そんなに求めて……いい子だ、乃々果」

「恥ずかしいです……」

「俺をほしがってる証だから、恥ずかしいことはなにひとつない」

　小さな秘粒を指で擦られただけで目の前がちかちかし、ゆらりと官能の波が全身に押し寄せてくる。首筋にじっとりと汗が滲むのも気にせず、シーツを掴んで甘い疼きに耐えるしかない。

　なのに秘処を淫らな舌先でなぞられ、肢体がびくびくと跳ねる。

「ひゃっ！　はぁ……」

　あられのない声を室内に響かせながらも極限へ追い詰められ、泰成を待ちわびているかのように蜜が滴り落ちる。たったひとりの男性のためだけに花開くのなら、永遠に泰成のためにだけに咲いていたいと心から願う。

「泰成さんが好きですっ」

　心からあふれた言葉を口に出した瞬間蜜芯をもてあそんでいた舌が離れ、荒々しく唇を奪われる。あまりの激しさについていくのがやっとの状況だけど、そんな彼がたまらなく愛しい。

　乃々果の腰を抱きながら、器用に避妊具を装着する泰成に鼓動がドキリと跳ねる。

「こんな時にかわいいこと言うなんて、どれだけ俺を骨抜きにするつもりなんだ？」

「泰成さん……」

「いますぐ乃々果がほしい。いいよな」

　泰成の膝の上に載せられながら顔中にちゅっとキスをされ、秘壺に肉茎が押し入る。膨張した昂ぶりに狭い蜜路を圧迫されているが、ほどんど痛みもなく受け止めていく。

「はぁ……んっ……」

　吐息のような喘ぎを漏らし、キスで唇を塞がれる。突き上げられるたびに腰がずんと跳ね、胎内を蹂躙する灼熱の楔に翻弄されていく。

　奥底からせり上がってくる熱さに痺れ、怖くて泰成にしがみついた。

「乃々果。もっともっと俺を感じて、俺だけを愛してくれ」

「んっ……」

「俺もこれ以上ないほど、君だけを愛すると誓うから」

　いまでもこれ以上ないほど愛しているのに、さらに愛を求め合う。それが幸せでこの人だけがほしいと切に願う。

　穿ちながら深い場所まで抽挿を繰り返されて媚肉が収縮し、淫らな快楽が押し寄せる。

　──永遠にこの人に愛されていたい。そう思えるのは泰成しかいない。

「愛している。乃々果」

「私も、泰成さんを愛しています」

　手放さなければいけない恋だと想っていた。でもいまは素直に想いを伝えられる距離にいる。そのことに感謝をしながら、加速してくる剛直に翻弄され、身体中が痙攣を起こしたかのように痺れる。

　白濁液が注がれると同時に深いキスをくり返し、愛しい男性の胸に身体を預ける。ずっとふたりでいられることを願いながら、乃々果は意識を失った。







終章　最愛の人と未来へ……








「うわぁ！　ののちゃん、きれい！」

「本当に綺麗な花嫁さんだね、莉亜」

「ありがとう。靖子ちゃん、莉亜」

　泰成と結ばれてから一年の時が過ぎ、乃々果は地元の結婚式場でウエディングドレスに身を包んでいた。泰成が大城財閥の次期総帥になることが決定し、乃々果と夫婦になることが決まったからだった。

　泰成の強い希望で乃々果が育った場所で挙式をし、改めて東京で披露宴を行うことになった。そのため、ごくごく普通のシンプルな結婚式だ。

　そもそも結婚を決めているのに、しきたりにのっとり見合いまでするのだから驚きしかない。けれど乃々果に見合いの経験をさせたいという、泰成の優しい思惑だと知っていた。

「本当に美しい花嫁さんね。遥人と朱美さんにも見せてあげたかったわ」

「あのふたりは、いまごろ天国で大騒ぎをしてるわね」

　そう言いながら微笑みあうふたりの祖母の姿が嬉しくて、涙ぐみそうになる。母にいまの光景を見せられたら、どれだけ幸せだっただろう思わずにいられない。

　淑乃と初めて顔を合わせた直後、彼女はアメリカからこの地に引越してきた。繁夫と夫婦揃って暮らしたいという希望と、娘である母のそばにいたいという気持ちがあったからだろう。

　その願いを叶えられたのは泰成が次期総帥としての手腕を発揮し、これまで以上に東京と地元を往復して仕事を進めてきたからだ。

　なにもかもをかなえてくれた本当にすごい人。それが乃々果にとってたったひとりの最愛の人だ。

「それはそうと、ののちゃん。結婚式だからって、赤ちゃんによくないことをしちゃだめだよ」

「うん。莉亜の大事な弟か妹がいるんだもん、気をつけます」

「そうだよ。りあ、お姉ちゃんになるのを楽しみにしてるんだから」

　忙しい日々の中で先日、乃々果の妊娠が発覚した。見合いをしたばかりだったので、事情を知らない人たちを驚かせたが、泰成と総帥夫婦が事情を話す。

　はじめこそよく思われていなかったものの、泰成と繁夫が周囲を認めさせていまに至る。淑乃が言うには乃々果が母に似てることも、納得させた要因らしい。

　窓の外からは太陽の光で輝いた美しい海が一望でき、乃々果の気持ちを落ち着かせた。

（生まれてきたら、パパとママとあなたの三人で海を見にこようね）

　まだ膨らんでないお腹を撫でながら、いつか親子でこの海を眺めたいと願うようになったのはいつからだろう。そんな気持ちが乃々果を少しずつ母にしているのだと思えた。

　とはいっても、生まれてくるのはまだまだ先のことだし、いまは泰成の妻になることがなによりも優先すべきことだ。

　けれどきっとお腹の子も今日の日を見守ってくれていると思うと、愛おしくてたまらない。

「まだ安定期に入ってないんだから、本当に気をつけるのよ。先輩ママからのアドバイスはありがたく聞きなさい」

「ありがとう。靖子ちゃん」

　得意げな様子で話している靖子に小さく微笑みながら、祖母たちが頷いている。そんな幸せの中で入り口の扉が開く音が聞こえ、祖父たちが入ってきた。

「綺麗な花嫁だな、よく似合っているぞ」

「本当に、あいつらにも見せてやりたかったよ」

「ありがとう。ふたりとも」

　ふたりの祖父から賞賛され、恥ずかしくてたまらない。が、こうして幸せな時間を過ごせていることに感謝をする。

　そこでその様子を微笑みながら見守っていた介添人が、腕時計を確認していた。

「すみません。もうそろそろお式の時間になりますのでご移動のほうをよろしくお願いします」

「わかりました。私たちは教会のほうに移動しましょうか」

「そうですね。莉亜、おばあちゃんたちと行きましょうか？」

「うんっ！」

　元気な声で返事をした莉亜が靖子の手を握り、部屋を出て行こうとする。そこで祖父がなぜか立ち止まった。

「繁さん。もしよかったら私の代わりに、乃々果のエスコートをしてくれないだろうか？」

「えっ？」

「あなたはこれまで、乃々果の成長を見守ることで贖罪をしてきた。だが、それも今日で終わりでいいだろう」

　いままで事のなりゆきを静かに見守って来た祖父が、繁夫に向かいそう明言する。なによりも常連客としての時間が、祖父にそう思わせたのだろう。

　それは祖母も同じだったらしく、微笑みながら頷いていた。

「繁さんがいなかったら、乃々果にこんな素敵なお式を上げてあげることもできなかったのですから」

「……」

「愛する人と結ばれてこそ、乃々果にとっての幸せなんですから」

「ありがとうございます」

　目を潤ませている繁夫を温かく見守っていた祖父母が、靖子と莉亜を連れて出て行く。その背中越しに父と母がいるように思えたのは幻覚だろうか。

　それでもふたりが見守ってくれている心の底から思え、幸せを感じられた。

「乃々果、儂は本当に許されていいのだろうか？」

「お父さんもお母さんも、おじい様のことを許してるはずです」

「……ありがとう」

　目頭をハンカチで拭った繁夫に寄り添い、控え室で過ごす。幸せと緊張に包まれながら、泰成の花嫁になれる瞬間を心から待ちわびていた。







　ステンドグラスから光が差し込んだ教会で乃々果は繁夫と腕を組み、泰成がいる祭壇まで歩いていく。白のタキシードに身を包んだ旦那様はいつもよりも素敵で、誰よりもかっこいい。

「泰成、これからはおまえが乃々果を幸せにしてやってくれ」

「はい、おじい様。これからは全力で乃々果と大城を守っていきます」

「よろしく頼む……」

　繁夫はそれだけを言い、乃々果を泰成に手渡して去っていく。その姿を見ながら、まさに繁夫が魔法をかけてくれたから、ここにいるのだと改めて思う。

「綺麗だ、乃々果」

「泰成さんも素敵です」

「やっと君を妻にできる日が来て、うれしいよ」

　優しげな表情でウエディングドレスを纏った乃々果を見る泰成に、ドキリと鼓動が跳ねる。ふたりで選んだＡラインのドレスはとても清楚で、乃々果にとてもよく似合っていた。

　泰成が一生に一度だからと知り合いのデザイナーに依頼し、特注で作ってもらった。それだけに今日の挙式が待ち遠しかった。

　そんな事情がありつつ、式が進行していく。誓いの言葉を言ったそのあとで、真っ白なベールを上げてもらい、永遠に泰成だけを愛すると誓いのキスをした。




　無事に結婚式が終わり、乃々果は最愛の夫、そして繁夫と淑乃夫婦と共に父と母が眠っているお墓に来ていた。両親への結婚報告はもちろん、祖父母に墓参りをしてほしくて一緒に来てもらったのだ。

「完全に儂の負けだった。意地になって遥人くんとの結婚を許さずにすまん。そして儂と淑乃に乃々果を残してくれてありがとう」

「あなた……」

「そしてこれからも乃々果とこれから生まれてくる子供たちを、ふたりで見守ってほしい」

　繁夫の心からの思いを伝えるかのようにお線香の煙が天に上り、やっと親子が本当の意味で和解できたのだと心から思う。そして、この結末を母が望んでいたのだとわかる。

　自分を生んだことで両親と和解したかったとしたら、なおさらその気持ちを理解できた。

　──愛する人と歩いていく未来だからこそ、大切なものだ。だから父との未来を夢見て決断したのだろう。

「さて、儂らはそろそろ帰る」

「これ以上、新婚夫婦のお邪魔はできないわね」

「そうだな」

　そう言って祖父母たちの去っていく背中を見送る。そこで肩を抱かれて泰成を見上げた。

　夕日にそまった誰よりも愛しい彼が旦那様になった。それがうれしくて微笑む。

「これからは夫婦だな」

「はい……、泰成さんのお嫁さんになれました」

「……今夜は無理できないんだ、初夜から挑発しないでくれ」

　泰成の声が海風でかき消され、聞き取れずに首を傾げる。そこで唇を奪われて驚く。両親の前でこんなキスなんてと思うが、泰成の決意が伝わってくるかのように甘く優しい。

「君がかわいすぎてキスをしたくなったんだ」

「どうしてですか？」

「こんな気持ちはお義父さんにしかわからないだろうな」

「そんなのわからないですよ。泰成さん……」

「男同士の秘密だから、乃々果はわからなくていい」

　うまくかわされてしまったかのようで、ちょっとずるいと思う。だが、いつだって愛されていると感じられる。

　乃々果にとっての幸せは泰成のそばにいられることだけだし、いつまでも彼のそばにいられますようにと願うだけだ。

「乃々果の腹にいる子供が生まれたら、今度は三人でここにこよう」

「え？　……私も同じことを考えていました」

　泰成と同じ考えが嬉しくてその腕にしがみつくと、夕日に染まった精悍な顔が愛しそうにこちらを見る。

　だからこそ乃々果はふたりだけの時間がかけがえのないものだと思う。

「乃々果。かならず俺が幸せにするから、ずっとそばにいてほしい」

「はい！　ずっとずっと、これからも泰成さんのそばにいます」

「君を永遠に愛している」

「私も、泰成さんを愛しています」

　想いが重なるようにどちらともなくキスをして、ふたりきりで両親のお墓をあとにする。きっと幸せが続いている未来へと歩いている気がした。

　泰成と紡いでいくこれからも、かけがえのない愛しい日々になっていくのだろう。そんな予感を心から幸せに感じ、最愛の夫に身を委ねた。
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　はじめまして。あるいはこんにちは、黒くろ羽はね緋ひ翠すいです。

　濃蜜ラブルージュ様より三作目の作品をお手にとっていただきただきありがとうございます。




　今回のヒーローである泰成とヒロインの乃々果が出会うことではじまるお話。いかがだったでしょうか。

　都会から来た男性とのシンデレラストーリーを意識して執筆させていただきました。立場の違いや身分差をふたりがどう乗り越えいくのかを見守りつつ、楽しんでいただけたら幸いです。




　プロットの段階では決めてなかったのですが、海辺の町が舞台となります。海に遊びにいく機会があったこともあり、自分の中で自然と決まりました。

　黒羽のお目当ては海鮮丼だったので、ロマンスのかけらもありませんが（苦笑）

　それはさておき、泰成と乃々果の恋を見守っていただけると幸いです。




　表紙イラストを描いてくださったのは天あま路ぢゆうつづ先生です。とても美しく色気のあるイラストが素敵で、いつか描いていただけたらいいなと思っておりまして願いがかないました。

　ラフ画をいただいて、その美麗さにうっとりしてしまいました。とても色っぽくて本当に素敵に描いていただきました。

　大人の色気があるかっこいい泰成と、凛とした美しさがあるかわいらしい乃々果を描いていただき、本当にありがとうございました。

　いつもお世話になっている担当様。今回も執筆させていただきありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。




　そしてこの物語を読んでくださった皆様、本当にありがとうございます。これからもいろんな恋物語を紡いでいけたらと思っておりますので、どうぞよろしくお願いします。
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